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本　 社�

設 　立�

資 本 金 �

代 表 者 �

事 業 内 容 �

売 上 構 成 �

決 算 期 �

店 舗 数 �

従 業 員 数 �

売 上 高 �

主 要 取 引 銀 行 �

H P ア ド レ ス �

グループ連結売上高�

主なグループ企業 �

〒492-8680 愛知県稲沢市天池五反田町1番地�

1950年3月13日�

101億2,925万円（2007年2月現在）�

前村　哲路�

衣・食・住・余暇にわたる総合小売業のチェーンストア�

衣料品20％・食料品58％・住居関連品20％・その他2％（2007年2月実績） �

2月20日（年1回）／東京・名古屋（各1部）の各市場に上場�

1都18県下の主要都市に158店舗（2007年5月現在）�

27,575名�

7,268億円（2007年2月期実績）�

三菱東京UFJ銀行、農林中央金庫、みずほコーポレート�

http://www.uny.co.jp�

1兆2,289億円（2007年2月現在）�

㈱サークルＫサンクス、㈱99（キューキュー）イチバ、㈱ユーストア、㈱さが美、㈱パレモ、
㈱モリエ、㈱ラフォックス、㈱鈴丹、UNY〔HK〕CO.,LTD.、㈱ユーライフ、㈱UCS、�
㈱サン総合メンテナンス、㈱サンリフォーム、㈱ユニコム、㈱マイサポート、㈱ユニフード、�
東名クラウン開発㈱、㈱バイナス�

※2007年6月現在�

�
�
アピタ石和店、アピタ田富店�
�
ユニー伊東店、ユニー磐田店、ユニー掛川店、�
ユニー駿東店、ユニー浜松泉町店、ユニー富士宮店、�
ユニー吉原店、アピタ大仁店、アピタ静岡店、�
アピタ島田店、アピタ初生店、アピタ藤枝店、�
アピタ浜北店�

�
ジョイマートユニー丸岡店、アピタ武生店、アピタ敦賀店、�
アピタ福井店、アピタ福井大和田店、ユーホーム福井大和田店�
�
ユニー七尾店、アピタ金沢店、アピタ松任店、ユーホーム松任店�
�
ユニー小矢部店、アピタ魚津店、アピタ黒部店、アピタ礪波店、�
アピタ富山店、アピタ富山東店、アピタ食品館富山西町店�
�
アピタ飛騨高山店�

● 福井県�
�
�
● 石川県�
�
● 富山県�
�
�
● 岐阜県�
�

�
アピタ新潟亀田店、アピタ新潟西店、�
リバーサイド千秋（アピタ長岡店）�
�
アピタ会津若松店�
�
アピタ足利店、アピタ宇都宮店�
�
ジョイマートユニー藤岡店、アピタ伊勢崎東店、�
けやきウォーク前橋（アピタ前橋店）、�
アピタ笠懸店、アピタ高崎店、アピタ館林店�
�
ユニー守谷店、アピタ石下店、アピタ佐原東店�
�
ユニー大桑店、ユニー川本店、ユニー騎西店、�
アピタ岩槻店、アピタ吹上店、アピタ本庄店�
�
アピタイースト21店�
�
ユニーイセザキ店、ユニー大口店、ユニー金沢文庫店、�
ユニー弘明寺店、ユニー座間店、ユニー大雄山店、�
ユニー長後店、ユニー戸塚店、ユニー中山店、�
ユニー日吉店、アピタ長津田店�
�
アピタ市原店、アピタ木更津店、アピタ君津店�

会社概要�

事業所�

● 新潟県�
�
�
● 福島県�
�
● 栃木県�
�
● 群馬県�
�
�
�
● 茨城県�
�
● 埼玉県�
�
�
● 東京都�
�
● 神奈川県�
�
�
�
�
● 千葉県�

�
● 山梨県�
�
● 静岡県�
�

�
ユニーアラタマ店、ユニー今池店、ユニー大曽根店、�
ユニー黒川店、ユニー中村店、ユニー守山店、アピタ新守山店、
アピタ千代田橋店、アピタ東海通店、アピタ名古屋北店、�
アピタ名古屋南店、アピタ鳴海店、アピタ緑店、アピタ港店、�
ラ フーズコア神野店、ラ フーズコア正保店、�
ラ フーズコア萱場店、ラ フーズコア滝ノ水店�
�
ユニー安城店、ユニー一宮店、ユニー岩倉店、ユニー乙川店、�
ユニー香久山店、ユニー国府店、ユニー新城店、ユニー武豊店、
ユニー知立店、ユニー常滑店、ユニー豊明店、ユニー西尾駅東
店、ユニー尾西店、ユニー碧南店、アピタ阿久比店、�
ユーホーム阿久比店、アピタ稲沢店、ユーホーム稲沢店、�
アピタ大口店、アピタ大府店、アピタ岡崎北店、アピタ刈谷店、
アピタ蒲郡店、アピタ木曽川店、アピタ江南食品館、�
アピタ江南西店、アピタ高蔵寺店、アピタ小牧店、アピタ瀬戸店、�
アピタ知立店、アピタ東海荒尾店、アピタ桃花台店、�
アピタ豊明食品館、アピタ豊川店、アピタ豊田元町店、�

アピタ長久手店、アピタ向山店、ユーホーム安城店、�
ユーホーム矢作店、ラフーズコア豊川店、ラフーズコア半田清城店、
ラフーズコア三河安城店、アピタ安城南店�
�
ジョイマートユニー恵那店、ジョイマートユニー各務原店、�
ユニー可児店、ユニー関店、ユニー多治見店、�
ユニー長良店、ユニー瑞浪店、アピタ各務原店、�
ユーホーム各務原店、アピタ北方店、アピタ岐阜店、�
アピタ中津川店、アピタ美濃加茂店�
�
ジョイマートユニー阿倉川店、アピタ伊賀上野店、アピタ桑名店、�
アピタ鈴鹿店、アピタ名張店、アピタ松阪三雲店、�
ユーホーム松阪三雲店、アピタ四日市店�
�
ジョイマートユニー飯田駅前店、アピタ飯田店、アピタ伊那店、�
アピタ岡谷店、アピタ高森店�
�
アピタ大和郡山店、ユーホーム大和郡山店�

● 名古屋市�
�
�
�
�
�
�
● 愛知県�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
● 岐阜県�
�
�
�
�
�
● 三重県�
�
�
�
● 長野県�
�
�
● 奈良県�
�

関東本部�

北陸本部�

中京本部�

静岡本部�
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ユニー株式会社�
代表取締役社長�

2007年3月21日�

総合小売業として環境負荷の少ない安全安心な商品及び�

サービスの提供に努めます。�

全従業員が環境問題に関心を持ち、�

「環境活動」「環境教育」を通じて、�

汚染の予防及び継続的な改善に努めます。�

環境側面に関連して適用可能な環境に関連する�

法的要求事項及び当社が同意する�

その他の要求事項を順守し、お客様ならびに�

一般市民・行政機関とパートナーシップをとり、�

人と環境に優しい社会の実現に努めます。�

環境目的・環境目標を設定し、限りある資源を大切にする�

ために、省資源・省エネルギーに取り組み、�

廃棄物の排出抑制、リサイクルを推進します。�

この環境方針を実行・維持し、�

当社で働く全従業員並びに関係する人々に周知し、�

広く一般に開示します。 �

ユニー株式会社は�

地球規模での環境破壊が深刻化している今日、�

環境に優しい循環型社会実現のために、�

ユニーは企業活動を通じて貢献します。�

「未来の子供達に美しい自然を残したい」ユニーは�

環境に優しい生活をお客様と一緒に進めていきます。�

会社概要・事業所� 01

環境理念・環境方針� 02

社長インタビュー� 03

環境マネジメント� 05

2006年度トピックス� 09

環境計画の概要� 07

包装資材の削減� 11

容器包装の見直し� 13

廃棄物発生抑制の取り組み� 15

食品廃棄物リサイクルシステム�17

子供環境学習�

環境負荷� 19

廃棄物や容器包装を削減する取り組み�21

店舗での取り組み� 23

25

ピック・アップ・ストア（アピタ前橋店）�27

環境配慮商品� 29

お客様の声� 30

社会貢献・地域貢献� 31

ユニーの食育について� 37

社員の能力開発・支援� 35

環境学習� 36

対象範囲�
ユニー株式会社�
158店舗及び本社事務所�
（各本部含む）�

対象読者�
ユニーの各店舗をご利用いただくお客様のほか、
店舗の近隣住民の方 ・々お取引先・従業員など、
当社に関わる全ての皆様を対象とします。�

対象期間�
2006年度�
（2006年2月21日～2007年2月20日）�
�※一部上記対象期間以外の活動等を記載し
ています。�

環境にイイこと、プラス�

社会・地域にイイこと、プラス�

従業員にイイこと、プラス�

環境レポート2007

環境理念�

環境方針�

1

3

2

4

5
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まずは問題を知り、�
理解することから�

�

百瀬　地球温暖化問題に対して、ユニー

は企業として何をしていかなければなら

ないとお考えですか？�

前村　まずは、社員一人ひとりの意識改革

ですね。地球温暖化の問題は、地球・人類

の存続に関わる重要な問題。対処療法的

なことではどうにもなりません。したがって、

この問題の原理・原則を知り、理解する、と

いう根本的なところから取り組んでいか

なければならないと思っています。そうで

ないと、すべてが中途半端に終わってしま

いますからね。�

百瀬　そうですね。会社が取り組む環境

対策を、社員たちが「会社が決めたことだ

から」と言ってやるのと、「何のためにやる

のか」を考えて動くのとでは、意味合いも

効果も断然違ってきますよね。�

前村　私が、毎月の本部合同朝礼で、必ず

環境問題の話をするのもそのためです。

少しずつでもいい。会社のトップが、揺る

ぎない意志を持ってこの問題に向き合っ

ていることをしっかりと伝えていきたい。

会社を動かしていくのは、社員一人ひとり

のマンパワーですからね。とにかく、この

問題に対する社員たちの意識を高めてい

きたいんです。�

百瀬　その思いは、確実に職場内に浸透

してきていますよ。そして何かが変わりつ

つある。環境部としても、これまで以上に今、

意欲に燃えています。�

�

百瀬　さて、これまでも私たちは、レジ袋

削減運動やバイオマスプラスチック容器

の導入をはじめ、店舗の照明・空調・物流

システムの見直しなど、内外から環境への

取り組みを行ってきました。そして、さらに

今後、私たちが社会へ貢献していくために、

どのような具体的な活動を行っていくべき

でしょうか？�

前村　新しいことに着手するには何でも

コストがかかります。だからと言って断念

していたら何も変わらない。では、どうし

たらいいか？環境問題を個別の問題として、

切り離して考えるのではなく、営業活動の

一環として考えていくことが必要なんだと

思います。例えば、省エネ・省資源、環境汚

染防止、リサイクルなどを考えた自社商品

開発もそのひとつ。お客様がそういった自

社商品をセレクトできる売り場環境がある

ことが、第一歩なんです。環境活動を行っ

ている企業だということを世間にアピール

する、支持されるお客様の層が増える、売

上が伸びる、新たな環境対策の資金となる、

そして、さらなる活動の場が広がる…、簡

単に言うならば、そういうことです。�

百瀬　企業としては、収益を上げなけれ

ばいけないのは当然のことですし、そのひ

とつの要素として環境問題を上手くアピ

環境問題と営業活動の�
リンクが新たな可能性を生む�
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ユニー株式会社�
代表取締役社長�

ールしていくことが、相乗効果を生むとい

うことですね。�

前村　その通り。双方がリンクしているこ

とで、よりお客様の声も近くなりますからね。

そういった声をどんどん吸収して、新しい

商品開発や企業活動につなげていきたい

と思っています。そうすれば、私たちが“や

れること”“やらなければならないこと”

の幅が、自然と広がってくることでしょう。�

�

�

百瀬　東海地区は、愛知万博の開催以降、

地域のみなさんが環境に深い関心を持っ

ている地区であり、ユニーとしても、地域

の方々と一緒に様々な環境活動を行って

います。特に、食育や子供たちへの環境教

育について積極的に取り組み、それらにま

つわるイベントも、年間50～60回行って

います。�

前村　それらについては、もっともっと充

実していくべきだと考えています。なぜ今、

食育が企業まで巻き込んだ行政のテーマ

になっているのか？それはずばり、伝達の

消滅です。昔は自然と受け継がれてきた

ことも、時代が変わり、生活形態が変わっ

たことにより、家庭で語られなくなった。そ

れを世間に、特に子供達に伝えていくこと

は、地域のみなさんの社交場である、私た

ちの使命だと考えています。小売業として

の社会的な存在意義や価値を、こういった

ところで発揮するべきなんです。食育や

環境活動を、もっと企業活動そのものとし

て取り組み、お客様にメッセージとして伝

えていく、そしてしっかりと企業カラーを

出していく。それが、大きな力を生み出し

ていくのではないでしょうか。�

百瀬　そうですね。私たちは今まで活動

はしていても、それをお客様に上手く伝え

きれていなかったと思います。イベントに

参加されたお客様から、「ユニーさんって

そんなこともしていたの？」という声をよ

く耳にしますからね。その辺りをもっと積

極的にアピールしていかないと、お客様も

何を判断材料に企業を評価すればいいか

迷ってしまいますからね。それは逆に、お

客様に対して失礼な行為なのかもしれま

せんね。�

前村　そういった意味では、私たちは少し

地域に対してコミュニケーションが不足し

ていたかもしれませんね。地域密着のドミ

ナント経営の利を生かして、もっとお客様

の身近な存在になっていくべきだと思いま

す。“地域に根ざし、地域から情報を得、地

域とともに成長していく”、そんな店づくり

を私たちは目指していきたい。�

百瀬　街が、住民が誇りに思える店…です

ね？�

前村　そんな店づくり、地域づくりを、従

業員一丸となってがんばっていきましょう。�

百瀬　はい！今日はありがとうございました！�

地域の声を聞き、�
地域とともに成長する�

地球環境を考えることは、�
今や企業の義務。�
その意識を社員一人ひとりに�
しっかりと浸透させていくことが�
社会貢献への一番の近道です。�

深刻化する地球温暖化問題に対して、�

レジ袋削減運動やバイオマスプラスチック容器の導入など�

様々な環境活動に取り組んできたユニーは、企業として「何ができるか」「何をすべきか」を�

今、改めて原点に立ち返り見つめ直しています。�

小売業として携わる環境活動の意義について、また食育について、そして今後の展望について、�

前村哲路代表取締役社長と百瀬則子環境部長のお二人に対談形式でお話を伺いました。�
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組織図�

環境マネジメント組織（EMS組織）� 2

（

規

環境保全活動に対する取り組みを、Plan（計画・目的目標の立案）、Do（実行）、Check（検証）、Action（見直し、改善）のスパイラルで、�

環境方針を実現するために、環境マネジメントシステムを構築しています。�

本　社�

経理財務部�

総務部�

法務部�

人事教育部�

情報システム部�

業務本部�

社長室�
広報室�
経営政策室�
監査部�

関係会社管理部�

本社スタッフ�

建設部�

管財部�

企画部�

テナント部�

新店開発プロジェクト�

中京開発部�

開発本部�

夢屋書店事業部�

ラ フーズコア事業部�

ユーホーム事業部�

食品本部�

住関本部�

衣料本部�

関連事業本部�

サン総合メンテナンス�

営業政策部�

営業企画部�

お客様サービス部�

商品管理部�

e-ショップ部�

物流部�

中京本部�

営業本部�

環境担当役員 業務本部長�

代表取締役社長�

環境部�

副店長�

従業員�
関係者�

廃棄物業者� サン総合�
メンテナンス�

店　舗�
店　長�

副店長�

従業員�
関係者�

廃棄物業者� サン総合�
メンテナンス�

店　舗�
店　長�

副店長�

従業員�
関係者�

廃棄物業者� サン総合�
メンテナンス�

店　舗�
店　長�

Plan
計画�

Do
実施・運用�環境会議�

Plan
計画�

Do
実施・運用�

Check
点検�

是正処置�

Action�
見直し�

静岡本部� 北陸本部� 関東本部�

管理部�

催事部�

Check

Plan

DoAction

Check

Plan

DoAction

Check

Plan

DoAction
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「未来の子供達に美しい自然を残したい」と願うユニーでは、すべての事業所と店舗で環境保全活動を実施しています。�
いま、世界中で異常気象が発生し、日本でも夏の気温の上昇や集中豪雨などが問題にされています。�
これらは地球温暖化が原因であり、その大きな要因がCO2など温室効果ガスだと言われています。�
ユニーの環境マネジメントでは、CO2を削減し地球温暖化を防止するために、省エネ省資源・廃棄物削減・コピー用紙使用削減など
を目的とし、実績はCO2に換算して目標管理をしています。毎日の環境活動がCO2削減につながっています。�

ユニーの環境マネジメントシステム�
環境マネジメント�
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緊急事態への対応�

継続的な改善�

ISO14001推進のための社員教育�

各本部認証取得�

環境マネジメントシステム（ISO14001）への取り組み�

2005年度に、北陸本部・関東本部が認証取得をし、2006年2月に本社事務所の範囲拡大することにより、ユニー

（株）の全本部機能がISO14001のサイトに登録されました。環境マネジメントシステムISO14001導入の目的は、

規格にある「環境汚染の予防」「継続的な改善」です。これらを具体的な環境保全活動の中で実践しています。�

・消防訓練を実施�

環境方針、環境マネジメントシステムの目的目標や仕組みをよく理解してもらうために、サイト

の全従業員と関係する人達に教育を行っています。また、環境マネジメントシステムを維持管理

していくための内部監査を行なう「内部監査員」を養成する研修を定期的に開催しています。�

・本社　・関東本部　・静岡本部　・北陸本部�

・省エネ活動・・・省電力 クールビズ�

 節電ー空調管理�

 消灯�

・省資源・・・コピー用紙の使用削減�

・廃棄物削減�

・本社周辺の清掃活動�

2002

2001

2003

2004

2005

2006

2007

2001年6月20日�
「環境レポート2001」を発行�
�
2001年2月21日�
本社業務本部に環境部を設置�

2003年9月7日�
本社事務所キックオフ�
�
2003年3月17日�
社内環境会議でISO14001の
勉強会を開始�

2004年12月9日�
静岡本部認証取得�
�
2004年7月26日�
静岡本部キックオフ�
�
2004年1月14日�
本社事務所認証取得�

2005年12月1日�
関東本部認証取得�
�
2005年9月14日�
北陸本部認証取得�
�
2005年7月4日�
関東本部キックオフ�
�
2005年3月28日�
北陸本部キックオフ�

2006年2月24日�
本社事務所範囲拡大�

2007年�
本社事務所�
登録を更新�

周辺清掃活動�

消防訓練�

2008

06

環境マネジメント�

ど
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環境計画�

環境マネジメント�
システムの構築�

環境負荷の低減�
省エネ省資源�

廃棄物の適正処理�
とリサイクル推進�

グリーン購入�

環境情報の開示�
と環境保全活動�

環境汚染防止�

環境方針� 取り組み項目� 2006年目標�

●環境情報の開示� ◆環境レポート2006発行�
◆ホームページで情報発信�
◆店舗において、環境ポスターの掲示 �

●省エネへの取り組み� ◆省エネ法に基づき、店舗に省エネ推進委員会を設置し、�
　エネルギー管理員を中心に、省エネ計画を作成する�
�
�
◆「ブラックイルミネーション」に全店参加する�

◆通い箱の使用拡大により、ダンボールの削減をする（20％削減）�

●廃棄物排出削減� ◆廃棄物排出総量の削減に努める（5％削減）�

●廃棄物の計量� ◆全店計量器に設置し、リサイクルを目的にした分別を徹底する�

●店舗での容器回収の推進 � ◆回収量の拡大と、取扱い種類を増やす�

●環境保全活動� ◆毎日の清掃活動は全店で実施�
◆地域の環境保全活動に参加する�

◆OA紙のグリーン購入率　90.0％�

◆回収店舗拡大�廃プラスチック�

●リサイクル推進� ◆地域循環の取り組みを拡大する�
◆リサイクル率　40％�

食品廃棄物�

●包装資材の使用削減� レジ袋 枚数で10％削減�
包装紙 重量で5％削減�
紙　袋 重量で2％削減�

●ISO14001の構築への取り組み� ◆環境目的目標数値をCO2で評価する�

●物流システムの見直し� ◆低温一括物流への取組開始�
◆一括物流拡大による納品車の削減への取り組み�

・レジ袋辞退率の向上� ◆辞退率16％�

・お買い物袋スタンプカード回収枚数� ◆回収枚数10％向上（レジ袋2,180万枚削減）�

●環境学習会� ◆開催店舗拡大　◆20店舗40回開催�
◆店舗見学及び環境学習用ワークブック作成（小学生用）�
◆白川郷で「夏休み自然探検隊」を開催�

◆電気使用量削減　0.5％�

07

環境方針に基づき、環境保全活動をおこなっていくために、具体的な目的および目標を定めて取り組んでいます。�
目標を達成するために、環境会議で検討した計画と対応策を各部署・各店舗で実践し、その結果を踏まえながら�
次の目的・目標を立案します。こうした活動を通じ、継続的な改善を進めています。�

環境計画の目標と実績�
環境計画の概要�
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環境配慮商品の開発　◆ＰＢ商品の環境配慮商品を開発する�

◆排水水質管理システムの構築�
◆有害物質管理�
　ＰＣＢ・フロンガス・アスベスト・その他�

◆環境レポート2006発行�
◆ホームページで情報発信�
◆店舗において、環境ポスターの掲示�

◆環境レポート2007発行�
◆ホームページで情報発信�
◆店舗において、環境ポスターの掲示 �

◆改正省エネ法に基づき、第一種・第二種指定事業所（店舗）に、�
　それぞれエネルギー管理士・管理者の資格取得者を置き、�
　各事業所（店舗）に省エネ推進委員会を設置し、�
　省エネ計画を立て、省エネ活動を実施している�
◆「ブラックイルミネーション」に全店参加した�

◆エネルギー使用量削減により、CO2発生抑制、前年比2％�
◆省エネ運動の推進�

◆通い箱によるダンボールの削減　20％�

◆2.37％削減� ◆廃棄物排出総量　5％削減�
◆ユニー（株）全店での計量実施�

◆113店舗に設置済み（食品取扱店舗147店舗中　76.9％）� ◆廃棄物適正処理の確立、処理料金の見直し（計量実績による）�

◆牛乳パック 419.7t　111.2％ トレイ 203.4t　110.2％�
◆アルミ缶 347.4t　116.7％ ペットボトル 860.6t　127.0％�

◆リサイクルボックスの回収拡大�
◆回収品の種類拡大（バイオマスプラスチックなど）�

◆毎日の清掃活動は全店で実施�
◆各地域の環境展に出展�

◆地域環境活動への参加（ＮＰＯ・行政との協働）�
◆地球温暖化防止活動の実施�

◆OA紙のグリーン購入率　94.7％� ◆グリーン購入品種拡大を図る�

◆中京本部25店舗でRPFにリサイクル実施� ◆廃プラスチックのリサイクル推進�

◆地域循環の推進2店舗で新たに開始�
◆リサイクル率　30％�

◆改正食品リサイクル法順守�
◆リサイクル率　40％�

レジ袋 2,075t （前年比94.5％）�
包装紙 209t （前年比87.8％）�
紙　袋 392t （前年比40％）�

◆包装資材の見直し（素材・サイズなど）�
◆トレイ・ラップ・レジ袋・包装紙などの使用削減6％�

評価� 2007年目標�2006年結果�
◆環境目的目標数値のうち、「省エネルギー・省資源」�
　（電気使用量・水道水使用量）をCO2換算し、評価した�

◆店舗への環境マネジメントシステム拡大を図る�
◆セルフチェックリストによる、廃棄物、エネルギー使用量、�
　包装資材、排水管理、リサイクルなどの監査の実施�

◆低温一括物流の実施�
◆一括物流による納品車の削減の実施�

◆走行距離、燃料消費量、CO2排出の抑制�
◆リサイクルハンガー、通い箱の推進�
◆環境負荷軽減車両の導入�

◆辞退率　16％� ◆レジ袋辞退率　20％�

◆回収枚数　288.0%（2,913万枚削減）� ◆レジ袋有料化実験開始�

環境教育・啓蒙活動の拡大�
◆従業員教育　◆子供のための環境教育の充実�
◆お客様への啓蒙活動　◆お取引様への啓蒙活動�

◆開催店舗数　18店舗32回開催�
◆店舗見学及び環境学習用ワークブック作成（小学生用）�
◆白川郷で「夏休み自然探検隊」を開催�

◆電気使用量 98.39％�
◆ガス使用量 171.26％�
◆石油使用量 50.16％�

◆電気使用全量　△1.61％�
◆電気使用量削減　1%（前年比）�

△�

○�

○�

○�

○�

×�

ー�

○�

△�

○�

○�

○�

○�

△�

○�

△�

○�
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環境計画の概要�
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2

学

球

地

ゴ

が

ニ

境

そ

課

｢発展途上国の子供達に文房具を送ろう！プロジェクト」の実施�

2006年8月から10月の期間に、愛・地球博ボランティアセンターと協力し、お客様から古

本を寄付していただき、その収益金で文房具を購入し、ラオス・カンボジアの小学校に寄

付をしました。アピタ長久手店、アピタ江南西店、アピタ阿久比店、アピタ名古屋南店、ア

ピタ知立店、アピタ安城南店の6店舗で開催。当日は、万博キャラクターのモリゾー・キッ

コロの撮影会も実施し、たくさんのお客様に参加していただきました。�

食品リサイクル法「再生利用事業計画」全国初の認定�

2007年1月26日、ユニーの店舗から排出する野菜クズや魚のアラ

などを堆肥にして野菜を育て、店頭で販売する食品リサイクル事業

が、国の再生利用事業計画認定制度の第1号となりました。2001

年5月にこの認定制度が成立してから初めての認定です。この食品

リサイクルは、2003年から愛知県経済農業協同組合連合会、一般

廃棄物処理業のヒラテ産業と協力して取り組んできたものです。愛

知県内のアピタ刈谷店とユニー知立店から排出した食品残渣から年間約120ｔの堆肥を作り、この堆

肥でＪＡあいち海部の契約農家が大根、にんじん、トマトなど38種類の野菜を年間約182ｔ生産してい

ます。これらの野菜はアピタ稲沢店など3店舗で、生産者の顔写真付きで販売され、お客様に大変好

評を得ています。�

2

ー

グ

れ

境

組

2006年9月5日、小池環境大臣（当時）が近隣での行事の途中にア

ピタ新守山店に立ち寄られ、環境活動等の視察をされました。�

環境部長が容器包装のリサイクルやノーレジ袋キャンペーン、バイ

オマスプラスチック容器の使用状況や食育への取り組みについて

の説明を行いました。�

また食品リサイクルへの取

り組みについて「生ゴミ乾

燥機｣などをご覧になり、い

くつかの課題について質問・

助言をいただきました。�

�

小池環境大臣（当時）がアピタ新守山店に来店�

2

者

廃

緒

課

人にやさしい街づくり賞を受賞�

愛知県が実施している「人にやさしい街づくり賞」を、アピタ向山店

が受賞しました。これは、高齢者や障害者、妊産婦、子供などすべて

の人の安心な暮らしや気軽に外出できるための取り組みを行い、取

り組みの中で創り出される「もの」、「活動」に対して顕彰するもの

です。当店は既存の設備を

改修した車椅子用駐車場の

設置や障害者雇用を考えた

活動などが大きく評価され

ました。今後もすべての店

舗において、地域に密着し

ながら店舗の充実

を図っていきたい

と考えています。�

さ�

関連記事→P18参照�

09 環境レポート 2007

2006年、京都議定書が発効され、地球温暖化防止の声が高まった1年でした。�
ユニーでは環境保全に関してさまざまな取り組みをしてきました。�
その中からいくつかを取り上げました。�

2006年度のユニー環境保全活動の主な取り組み�
2006年度トピックス�
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2007月3月2日「不都合な真実」（アル ゴア作）の鑑賞と名古屋大

学の森川教授による講義を中京本部店長部長が受講しました。地

球温暖化について、今我々は何をすべきか。もし、何もしなかったら、

地球はどうなるのか。この映画による

ゴアのメッセージと、身近な例を示しな

がらの森川教授の講義により、ユ

ニーの進むべき環

境保全活動について、

それそれが取り組む

課題について考える

ことができました。また、この映画鑑賞の参加者から寄せられたチ

ャリティー募金225,000円を、エコマネーセンター（名古屋市）に

寄付しました。�

「不都合な真実」映画鑑賞による環境教育�

2007年6月27日、石川県県知事、社団法人いしかわ環境パートナ

ーシップ県民会議とユニー株式会社北陸本部の三者が「マイバッ

グ等の持参促進及びレジ袋削減に関する協定」を締結し、それぞ

れの役割において、地球温暖化防止と循環型社会構築に向けた環

境配慮活動を協働で取り

組むことを誓いました。�
�

石川県と「レジ袋削減協定」を締結�

レジ袋有料化へ（レジ袋無料配布中止）�

2007年5月18日、一般廃棄物運搬事業者や産業廃棄物処理事業

者などの環境関連事業者の取引先を集め、連絡会を開催しました。

廃棄物に関する法令順守やリサイクル推進のために、ユニーと一

緒に取り組んでいただくよう行政や専門家の講義や、今後の取組

課題などについての質疑応答が実施されました。�

環境関連事業者連絡会を開催�

2007年7月19日、愛知県長久手町の行政サービスセンター「長久

手Nピア」（アピタ長久手店内）に、EXPOエコマネーセンターがオ

ープンしました。アピタ・ユニー各店の「ノーレジ袋スタンプカード」

やその他指定の環境学習やボランティア活動、公共交通機関利用

などでポイントが

つき、貯まったポ

イントでエコ商品

との交換や地域

の環境活動への

寄付ができます。�

�

アピタ長久手店内「長久手Nピア」にエコマネーセンター オープン�

店

て

取

の
2007年6月11日より、横浜市緑区のユニー中山店でレジ袋有料化を

開始しました。「ノーレジ袋キャンペーン」などでレジ袋の使用削減に

努めてきましたが、これはさらにレジ袋削減を促進するためにお客様

に協力していただき、地元緑区役所との協働で実施したものです。今

後、各地で市民の皆様・自治体

と協力し、進めていく計画です。�

関連記事→P12参照�

10環境レポート 2007
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レジ袋削減に関するお客様のアンケート�

ユニー全社の�
レジ袋辞退率の推移�

（単位枚）�
スタンプカード発行枚数�

（単位千枚）�

ユニー全社の�
レジ袋使用枚数�

357,345�
325,470�
327,701�
320,744�
326,067�
340,611�
333,630

包装資材の使用削減をお客様

と一緒に進めていますが、容器

包装リサイクル委託料は年々

増加しています。今後も、でき

るかぎり包装資材を使わないお

買い物を推進し、使い終わった

容器包装の回収リサイクルに

努めます。�

�2000年度�

2001年度�

2002年度�

2003年度�

2004年度�

2005年度�

2006年度�

2007年度�

7,100万円�

1億2,100万円�

1億1,800万円�

1億4,900万円�

2億135万円�

2億5,487万円�

2億7,322万円�

2億9,729万円�

2001年度�
2002年度�
2003年度�
2004年度�
2005年度�
2006年度�

2,280t�
2,403t�
2,329t�
2,242t�
2,195t�
2,075t

レジ袋各サイズの容量の見直しを検討�
新サイズに切り替え使用枚数削減�
お客様に適正枚数配布の教育実施�
従業員全員にマイバッグ配布�
愛・地球博エコマネーに参加�
ノーレジ袋キャンペーン開始�

2000年度� 2,508t1枚当たり重量の軽量化を図るため�
薄くて強い袋に改善�

2000 20052004200320022001
（年度）�

1,500,000

1,200,000

900,000

600,000

300,000

0
2006

レジ袋使用量・重量の推移（全サイズのレジ袋の重量 ）�

お買い物袋持参運動から「ノーレジ袋キャンペーン」の展開、お客

様の参加が増加すると共に、レジ袋の使用枚数が削減されてきま

した。こうした環境保全活動をたくさんのお客様が実施していた

だくことで、使い終わったレジ袋の削減や、原料や製造に使用する

石油の節約につながります。   

容器包装リサイクル法への対応�

1,456,309

189,315

249,802

302,260

338,506

421,271

505,579

189,315

249,802

302,260

338,506

421,271

505,579

ノーレジ袋キャンペーン�

ユニーでは1989年より「お買い物袋持参運動」を進めてきました

が、買い物袋持参率が5％前後で停滞していました。そこで、より多

くのお客様に知っていただき参加していただくために、2006年よ

り「ノーレジ袋キャンペーン」を展開しました。�

店舗での掲示物や館内放送でのPR、環境月間や毎月5日の「ノー

レジ袋の日｣、毎週火曜日には、Wスタンプデーの実施などにより、

お買い物袋を持参するお客様が増えてきました。�

「

め

ニ

の

2007年4月5月に各地区から25店舗を

選び、1,049名のお客様に店内でアンケー

ト調査を実施しました。お客様の来店交

通手段や、自宅からもしくは通勤や外出

先からの来店などの条件により、マイバッ

グの持参率に差があることなど、今後の

レジ袋削減への対応へのヒントになりま

した。また、レジ袋有料化に関しては、

反対が10％ありましたが、賛成が61％・

どちらともいえないが29％と、今後さら

に理解が高まると推測されます。�

あなたはお買い物の際�
ご自分の買い物袋を持参されていますか？�

地球保全のため、レジ袋を有料にして、�
お客様に買い物袋持参を呼びかける店舗が�
増えそうですが、あなたはレジ袋有料化に�
ついてどう思いますか？�

賛成�
630名�
61%�
�

反対�
108名　10%

どちらともいえない�
306名�
29%

無回答　5名�
0%

いつも持参している�
366名�
34%

なるべく持参するようにしているが、�
レジ袋を受け取る場合もある�
364名　35%

ほとんど持参しない�
313名�
30%

無回答　6名�
1%

質
問�質

　
問�

名

装

活

で

2000年度�
2001年度�
2002年度�
2003年度�
2004年度�
2005年度�
2006年度�

お買物レジ袋削減への取り組み�

レジ袋のサイズや配布の見直しを実施�

エコバスケットのご利用開始�
「バスケットでお買い物をすれば、レジ袋が要
らないし、マイバッグに詰め替えなくても良く
て、便利でスピーディー。」というお客様から
の声にお応えして、2006年9月からエコバス
ケットのご利用を
開始しました。ご
不要になったエコ
バスケットはお引
取りします。�

5

10

15

20

5.3

5.9

5.8

2006

16

200520042003

（単位%）�

0

（年度）�

※環境レポート2006年度版は食品レジ使用分のみ�

11

容器包装リサイクル法が改正され、今後さらに容器包装の使用削減、リサイクルの推進などが求められてきます。�
家庭から排出されるゴミの約60％が容器包装だといわれていますが、CO2の発生など�
環境負荷の大きな廃棄物の排出抑制のために、ユニーはお客様と一緒に「レジ袋を使わないお買い物」を推進しています。�
また、レジ袋の素材「限りある化石資源」である石油の節約にもなります。�

容器包装をなるべく使わない販売への取り組み（発生抑制）�
包装資材の削減�
環境にイイこと、プラス�環境にイイこと、プラス�

環境レポート 2007
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�

客

ま

た

る

レジ袋使用削減のために（無料配布中止）�

「ノーレジ袋キャンペーン」をさらに進めるた

めに、2007年6月11日より横浜市緑区のユ

ニー中山店でレジ袋の無料配布中止（有料化）

の実験に取り組みました。9店舗ある横浜市

内のユニーの中で、レジ袋辞退率が一番高い

ユニー中山店では、お客様の環境問題への

ご理解を得て、現在も進行中です。�

名古屋市3R協議会�

お客様と一緒にこれからも従業員一同、がんばります。�

ヨコハマは�
G30マスコット�
へら星人ミーオ�

です。�

名古屋市では2003年より市民・学識経験者・名古屋市・容器包装関連事業者による「容器包

装削減協議会」を開催し、市内共通ポイント「エコクーぴょん」を作成したり、マイバッグ普及

活動などを展開してきました。更にこの運動を進めるために「レジ袋有料化」を実施する方向

で、シンポジウムを開催し、ユニーはパネラーを務めました。�

施�
マイバッグやエコバスケットを持参さ
れていないお客様には、通常のレジ袋
よりサイズを大きくし、厚さを増して丈
夫にした｢お買物袋」をご用意しました。
何度も使っていただけます。�

み�

12

容器包装の削減�包装資材の削減�

環境レポート 2007
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バイオマスプラスチックとは�

バ

い

を

て

も

「バイオマス利活用フロンティア推進事業」の実施�

2006年5月に、ユニーの進めるバイオマスプ

ラスチック製容器使用への取り組みに対し、農

林水産省から「バイオマス利活用フロンティア

推進事業｣として認定されました。この事業は

バイオマスプラスチックを広く一般に知っても

らい、利用を促進する目的でさらなる普及に努

めるものです。今年度の課題は「バイオマスプ

ラスチク製容器の物流、商品パッケージとして

の使用状況」についてであり、従来品（PET樹脂）

との比較をし、今後の利活用の拡大を学識経

験者・消費者・物流関係者・商品担当と｢実証委

員会」を開催し、検討しました。�

従来の石油などで作られるプラスチックと異なり、植物を原料とし

たプラスチックのことです。地球に存在する石油に限界があること

は周知のとおりですが、繰り返し栽培することによりサスティナビリ

ティ（継続的な）に生み出されるバイオマスプラスチックは、生分解

性プラスチックでもあり、水と二酸化炭素に自然に分解します。�

この水と二酸化炭素は、原料の植物が光合成により生成したでん

ぷんが、また自然に戻るので地球の二酸化炭素を増加させること

にはなりません。（カーボンニュートラル）�

ただし、今回ユニーが導入したバイオマスプラスチック（ポリ乳酸）

はトウモロコシを原料にしたもので、従来使用していたPETに比べ

原料費が高いことと、若干熱に弱いことがこれから克服しなけれ

ばならない課題です。�

トウモロコシ�

成型品�

微生物�

植物�

コンポスト処理�

カーボンニュートラル�

水�
二酸化炭素�

光合成�

サーマル�
リサイクル�

燃焼燃焼�燃焼�

バイオ�
リサイクル�

水と二酸化炭素に分解�

大気中の二酸化炭素　ゼロ�＋�－�

自然からつくられ�
自然にかえる�
プラスチック�

成型品�

堆肥化�

トウモロコシのような植物生まれの原料を使
うことで、限りある化石燃料が節約できます。�

石油に代表される�
化石燃料の節約になる�

バイオマスプラスチックを燃やしても、もと
もと含んでいた二酸化炭素が自然に還るだ
けで、地球上の二酸化炭素の増加にはつな
がりません（カーボンニュートラル）。�

二酸化炭素を増やさない�

2

生ゴミと一緒に捨てても土の中の微生物に
よって水と二酸化炭素に分解され、廃棄物
になりません。�

微生物の力で�
水と二酸化炭素に分解�

31

バイオマスマーク�
動植物を原料としたプラスチック�

使用後は水と二酸化炭素に分解され、�
自然に還ります。�

「バイオマスプラスチック」の特長�

バイオマスプラスチック�

フルーツ用プラスチックケース� 鶏卵用パック� バイオマスプラスチックケースはレジにて回収�

2

し

13 環境レポート 2007

石油資源を使うことの多い容器に代えて、植物資源などを使った環境にやさしい容器を導入しました。�
農林水産省が進める「バイオマス利活用フロンティア推進事業」にも取り上げられた�
バイオマスプラスチック製容器包装の推進により、省資源と廃棄物の削減及び二酸化炭素の発生抑制により、�
地球温暖化防止に貢献しています。�

環境にやさしい資材を使った容器包装への取り組み�
容器包装の見直し�
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アンケートの結果�

各地の環境展でアンケートを実施�

バイオマスプラスチックの普及活動�

バイオマスプラスチックの普及事業として、各地で参加して

いる環境展で、パネルの展示や「認知についてのアンケート」

を実施しました。バイオマスプラスチックについて既に知っ

ている方もいれば、この展示やアンケートで初めて知った方

もいて、たくさんの消費者の皆様に認知していただきました。�

三県一市グリーンキャンペーン� 堆肥化実証試験�

植物を原料として作られる�
バイオマス容器を知っていましたか？�

バイオマスプラスチックは�
何でできていますか？�

バイオマスプラスチックは�
どうして環境に良いのでしょう？�

ご家庭で出たリサイクルできるゴミ�
（牛乳パック・トレイ・アルミ缶・スチール缶・ビン・ペットボトル）は�
リサイクルＢＯＸを利用しますか？�

「バイオマスプラスチックは土に戻る」ということを実証試験で検証し

ました。ユニーが実施している食品リサイクルによる食品残渣の堆肥に、

バイオプラスチック製容器を入れ、どのような結果になるかを調べたも

のです。愛知県農業試験業に協力していただき、バイオマスプラスチッ

ク製容器が分解し、堆肥の中でどのように変化をするかどうか、またそ

の堆肥で育成した植物に阻害がないかどうかを実験しました。結果は、

堆肥が発酵する温度と水分で分解し、その後微生物により水と二酸化

炭素になるという経過が確認できました｡2007年度はさらに、この堆

肥が有害でなく作物栽培に有効であるかどうかを調べていきます。�

●ユニーのリサイクルBOXは、
ビンやアルミ缶まであるの
で大変便利で、買い物つい
でに毎回持っていきます。�

●アピタに買い物に行くときは、
必ずといっていいほど、マイバッ
グを持っていきます。スタン
プカードにスタンプを押して
もらうのがとても楽しみです。�

●地球を守るため、二酸化炭
素を増やさない運動は、とて
も良いことだと思います。未
来の子供達に美しい地球を
渡したいです。�

（他多数）�

お客様からのご意見・ご感想�

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500（件）�

8

3

22

2,4332,433

窒素を増やさない�

二酸化炭素を増やさない�

水素を増やさない�

無回答�

利用する�

0 300 600 900 1,200 1,500（件）�

472

501

472

3

28

1,462

501

無回答�

利用しない（分別しない）�
利用しない�

（地域の回収に出している）�
時々利用する�

質
問�

質
問�

質
問� 質

問�

知っていた�
737名�
30%

このキャンペーンで知った�
1,715名�
69%

無回答　14名�
1%�
�

トウモロコシ�
2,450名�
99.3%

石油　9名�
0.4%

石炭　0名�
0% 無回答　7名�

0.3%

2002年より愛知県・三重県・岐阜県・名古屋市と共催で、｢環境にやさ

しい買い物」を推進するキャンペーンに参加しています。2006年度は

このキャンペーンの中で、「バイオマスプラ

スチック製容器」使用商品を対象に、消費の

拡大とバイオマ

スプラスチック

の普及のため

のキャンペーン

を実施しました。�

2007年1月2月に、中京地区（愛知・三重・岐阜・長野・奈良）のお客様を対象に実施した、はがきの応募によるアンケート調査の結果です。�
※このアンケートは、卵きらら10個入り・カットフルーツを対象にしたものです。�

さ�

環境レポート 2007

環境にイイこと、プラス� 容器包装の見直し�
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器

仕
組（単位kg）�

184,503136,619
109,837

166,632
150,940

175,326
188,977

203,401

100,000

200,000

300,000

500,000

600,000

400,000

0

377,257

263,659
287,040
285,889

337,617
331,621

370,988

419,667

リサイクルボックスによる容器回収の実施�

容器の店頭回収�

食品取扱店舗の店頭にリサイクルボックスを設置し、家庭でゴミになるアルミ缶や食品トレイ

など容器を回収し、リサイクルをしています。また、各店の回収実績やリサイクルの流れ、再生

製品などをわかりやすく説明したポスターを掲示し、お客様にリサイクルの仕組みをご理解い

ただくよう努めています。2007年の容器包装リサイクル法改正で、容器の自主回収や再生利

用実績が委託料に反映されるようになりました。ユニーでは、今後容器包装の使用抑制を図

るとともに、家庭ではゴミとなってしまう容器包装をできるかぎり回収し、再生利用していきます。�

200,000

50,000

100,000

150,000

250,000

300,000

184,503136,619
109,837

166,632
150,940

175,326
188,977

50,000

100,000

150,000

300,000

200,000

250,000

0

297,534

90,827
98,344

142,991
147,562

175,591
273,249

347,399
297,534

90,827
98,344

142,991
147,562

175,591
273,249

200,000

1,000,000

1,200,000

800,000

600,000

400,000

0

677,251547,115
531,726

860,613677,251
547,115
531,726

377,257

263,659
287,040
285,889

337,617
331,621

370,988

（年度）�

（単位kg）�

20051999 2000 20022001 2003 2004

年度�
参加�
店舗�

食品�
取扱店舗�

参加率�
（％）�

1999�

2000�

2001�

2002�

2003�

2004�

2005�

2006

127�

129�

138�

138�

135�

137�

138�

142

133�

133�

145�

139�

136�

141�

140�

142

（年度）�

（単位kg）�

20052003 2004

2003�

2004�

2005�

2006

53�

64�

68�

85

136�

141�

140�

142

39.0�

45.4�

48.6�

60.0

（年度）�

（単位kg）�

350,000

400,000

450,000

20051999 2000 20022001 2003 2004

年度�
参加�
店舗�

食品�
取扱店舗�

参加率�
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年度�
参加�
店舗�

食品�
取扱店舗�

参加率�
（％）�

1999�
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2004�
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2006

97�

90�

102�

102�
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136�

141�
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142

72.9�

67.7�

70.3�

73.4�

79.4�

80.1�

81.4�

85.2

（年度）�

2005

203,401

347,399

860,613

419,667

2006

20062006

20061999 2000 20022001 2003 2004
0

年度�
参加�
店舗�

食品�
取扱店舗�

参加率�
（％）�

1999�

2000�

2001�

2002�

2003�

2004�

2005�

2006

130�

133�

140�

139�

136�

139�

139�

142

133�

133�

145�

139�

136�

141�

140�

142

95.5�

97.0�

95.2�

99.3�

99.3�

97.2�

98.6�

100.0

97.7�

100.0�

96.6�

100.0�

100.0�

98.6�

99.3�

100.0

牛乳パックリサイクル実績� 発泡スチロールトレイリサイクル実績�

ペットボトルリサイクル実績�アルミ缶リサイクル実績�

中

効

便
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お客様が商品と一緒に持ち帰った容器包装を回収し、再生資源としてリサイクルする活動に取り組んでいます。�
全店にリサイクルボックスを設置し、容器包装資材をお客様から回収しています。�
捨ててしまえば廃棄物になるトレイや牛乳パックなどを再び資源として活用できる「リサイクルの環」をつくりあげています。�

使った容器包装を廃棄物にしない取り組み（リサイクル推進）�
廃棄物発生抑制の取り組み�
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容
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包
装
リ
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ク
ル
の
仕
組
み�

店　舗� リサイクル工場�リサイクルセンター�

物流センター�

空容器類�

商品�

計量�
計量データ�

回収した容器のリサイクル�

弥富リサイクルセンター�弥富リサイクルセンター�

リサイクル工場�リサイクルセンター�店　舗�

リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
に
て
回
収�
牛
乳
パ
ッ
ク�

ト
レ
イ�

ア
ル
ミ
缶�

計量システム�

1

2

3

牛
乳
パ
ッ
ク�

ト
レ
イ�

ア
ル
ミ
缶�

他の古紙とともにユニー
の包装紙・袋・トイレットペ
ーパーに再生しています。�

生鮮食品などに使われる
発泡スチロールトレイは工
場でフラワーポットやベン
チの原料に再生しています。�

アルミの製造には膨大
な電気を必要としますが、
アルミ缶の再利用によっ
てエネルギーが節約で
きます。�

各店舗からリサイクル資源が
到着します。�

袋に貼られた店舗コードを読み
とり、店舗ごとの重さを量ります。�

計量したデータはユニー本部
へフィードバックします。�

※計量システムは、中京本部で実施�

リ
サ
イ
ク
ル
処
理�

リサイクルセンターに集約�
中京本部の各店舗で回収した容器（リサイクル資源）は、弥富物流センター内の「リサイクルセンター」に集められ、リサイクル資源毎に計量し、

効率的に搬送しやすいように圧縮し、それぞれのリサイクル工場に搬出します。各店からのリサイクル資源の集約には、店舗への物流便の帰り

便を使っているので、エネルギーや排気ガスの削減になります。�
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店

刺

食品リサイクル法�

ユニーの方針� 食品リサイクルの歩み�

ユニーの食品リサイクルの方針�

リサイクル実績�
食品リサイクル率は2006年度実績で30.2％と、食品リサイクル法で義

務付けられた20％を達成しています。2006年度は各地のリサイクル

ループが軌道に乗り、食品残渣を原料とした堆肥で栽培した野菜や、飼

料にして飼育した豚の肉などの店頭販売も順調でした。また、魚のア

ラや廃食用油のリサイクルルートを開発し、これらのリサイクル率が向

上しました。ただし、飲食の食べ残しや、調理済み残渣のリサイクルが

思うように進まず、昨年より僅かにリサイクル量は減っています。今後は、

さらにリサイクルを推進するために、①魚のアラや廃食用油の全量リサ

イクル②各地域での自治体や農業者との協働を構築していきます。 �

ユ

ま

が

再生資源として有効であること。�
（有価資源になり再廃棄しない）�

経費が抑えられること。�
（公共処理料金との比較）�

継続できる方法であること。�
（リサイクルルートが確立していること）�

店舗から発生する食品残渣（生ゴミ）�排出量�リサイクル量�リサイクル率�

生鮮食品の調理クズ（野菜・果物他）�
賞味期限切れや飲食の食べ残し�

魚のアラ�
（魚介類の調理クズや内臓・骨）�
�
食品廃油（揚げ油他）�

てんかす�

合　計�

1,263t�

988t�

20,705t

14,886t�

�

3,568t

1,148t�

21t�

6,253t

2,244t�

�

2,840t�

�
90.9%�

2.1%�

30.2%

15.1%�

�

79.6%

さ�

2001年に食品リサイクル法が施行されるにあたって、ユニーで

は各地で「地域循環」を目指し、できるだけ環境負荷のないリサイ

クルの構築に努めてきました。�

2001年に施行された食品リサイクル法が、2007年に見直し改正

されました。改正の目的は、リサイクル実績がなかなか上がらない

外食産業や食品を扱う小売業などに対しリサイクル率を向上させ

ることにあります。食品残渣などの食品再生資源の発生量を報告

することと、チェーンで展開している店舗のリサイクルを推進する

ために、各店舗から集めてリサイクルする「リサイクルループ」の仕

組みが、改正食品リサイクル法に盛り込まれました。�

ユニーでは従来より店舗から排出される廃棄物を計量し、それぞ

れの実績を把握するとともに、食品リサイクルループの構築に努め

てきましたが、今後さらに適正にリサイクルを進めていきます。�

さ�

安全であり環境負荷が少ないこと。�
（大気汚染・水質汚染を予防し、省エネであること）�1

2

3

4

・福井市で地域循環堆肥へのリサイクルに取り組む�
・名古屋市内店舗に熱乾燥処理機導入（アピタ新守山店）�

・アピタ福井大和田店が地域循環堆肥へのリサイクルに参加�

・茨城県で堆肥へのリサイクルに取り組む�
・愛知県内2店舗に真空乾燥機導入（アピタ岡崎北店、アピ
タ東海荒尾店）�

・富山市内4店舗、富山エコタウンに参加�
（バイオガスによる発電）�

・長野県（アピタ伊那店）、奈良県（アピタ大和郡山店）の店
舗に真空乾燥機導入�
・愛知県3店舗で愛知経済連の協力により堆肥化及び作物
栽培・販売の実験開始�
・三重県で堆肥へのリサイクルに参加（アピタ鈴鹿店）�

・三重県で堆肥を作って栽培した作物の販売開始（アピタ松
阪三雲店）�
・愛知県で2店舗（アピタ瀬戸店、アピタ江南西店）乾燥機導入�

・横浜市内3店舗が店舗から排出した食品残渣を飼料にし
て飼育した豚の肉を販売する「横浜有機リサイクル」（登
録再生事業）に参加�

・愛知県で構築した「食品リサイクルループ」が１月に食品リ
サイクル法再生利用計画に認定�
・けやきウォーク前橋（アピタ前橋店）に真空乾燥機を設置し、
「大根のツマ」をつくるリサイクルループに加わる�
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ー

画

よ

れ

堆

物

農

さ

進

そ

果

さ�

さ�

さ�

17 環境レポート 2007

食品の売れ残りや食べ残しのほか、食品の加工や調理過程でも大量の食品廃棄物が発生します。�
ユニーでは発生の抑制と減量化により最終的に処分される量を削減するとともに、�
自社でのリサイクルや地域との連携などを通じ、食品廃棄物の循環型リサイクルを実施しています。�
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店 舗� 生 産�店 舗� 生 産�
（有）三功�

（登録再生利用事業者）� 店 舗�

約3ヶ月間で�
完全堆肥�

（有）三功�
リサイクルシステム�

商 品�

横浜有機リサイクルによる�
アリタさんちの豚�

自社で進める�
循環型リサイクル�

横浜市有機�
リサイクル�
協同組合�
（登録再生利用事業者）�

食品リサイクル�
による飼料�

生産者�
在田 正則さん�

店舗から�
出る食品�
未利用資源�

アピタ�

商品�

食品リサイクル�
加工センター�

アピタ�
松阪三雲店�

生ゴミ破砕� 堆肥熟成場�

飼料製品サイロ�

堆肥で栽培�
商 品�

真空乾燥� 肥料工場�

堆肥で栽培�刺身のツマ�

大根を刺身の�
ツマに加工�

ユニー・�
アピタ�

リサイクル�
肥料�

店舗に処理機を設置して�
環作りに取り組んでいます�

登録再生利用事業者とともに�
循環型栽培作物の�
販売拡大にも取り組んでいます�

食品リサイクル「飼料化」にも�
取り組んでいます�

ユニーの食品リサイクルは「地域循環型」の方向で取り組んでき

ました。これは、ひとつには廃棄物に関する法律「廃棄物処理法」

がユニーから排出する食品残渣（生ゴミ）を一般廃棄物としてい

るため移動させるには制約があること。また、地元との協力で「地

産地消」（地元で取れたものを地元で消費する）への取り組みも

同時に推進していくからです。�

食品リサイクル法再生利用事業計画が認定�

各地で進む食品リサイクルループ�

で

イ

仕

ぞ

め

さ�

さ�

さ�

ユニーが進めてきました｢食品リサイクルル

ープ」が食品リサイクル法の再生利用事業計

画に、全国で初めて認定されました。2003年

より店舗（アピタ刈谷店、知立店）から排出さ

れた食品残渣（野菜クズ・魚のアラ）で作った

堆肥を使ってJAあいち海部で栽培した農作

物を店舗で販売するという、リサイクルの環を、

農林水産省・環境省・経済産業省により認定

されたものです。食品残渣のリサイクルが推

進されただけでなく、お客様に「安全で新鮮

そして美味しい」と喜んでいただける野菜や

果物を店舗で販売することができました。�

ユニー（株）青果部　河合昌樹�
食品リサイクルの青果売場は、朝陳列した野菜が
夕方には売切れてしまうほどの人気。最初は、食品

残渣を使って栽培した作物を仕入れ販売することに、あまり
積極的ではありませんでしたが、できた野菜が予想以上に
良いものであったこと、そしてお客様に喜んで購入していた
だいていることで、今ではさらに拡大することを考えています。�

愛知経済連　澤田静雄さん�

食品残渣からの堆肥が農地に使えるか、内容によ
っては土壌汚染や作物の成長に影響しないか、など

の懸念事項をクリアにするため、2年かけて成分分析や栽培
実験を実施。徹底的に問題点を解決しました。現在では、農
家が安心して使えるという確信を持って実践。堆肥内容、作
物の育成具合、販売すべてが順調に機能しています。�

ヒラテ産業　平手藤章さん�
当社は、ユニー店舗の一般廃棄物の運搬を
20年以上行ってきたのですが、ゴミとして燃や

すことをもったいないと感じ、食品廃棄物を堆肥にする
「ものづくり」をめざして取り組んできました。おいし
い野菜をつくる安心安全な堆肥をこれからも作り続け
ていきます。�

JAあいち海部　村山靖さん�
今回のリサイクルで一番苦労したことは、JA会員
の誰が何を栽培するかというコーディネートと、出荷

時期を調整することでした。現在では栽培・出荷も順調で、
店舗での販売も好調ですが、いつも売り場にバラエティー
に富んだ野菜や果物を並べられるよう、計画・調整していく
ことを今後の課題として対処していきたいと考えています。�

リサイクル農家　佐藤貞一さん�
野菜作りは「土壌作り」が何よりも大切。そ
の点、食品リサイクルで作った堆肥は土壌を

肥やし、野菜を丈夫に育成することができる理想の
堆肥です。また、病気や害虫にも強いので、農薬も最
小限で済みます。今後も安全安心・新鮮で美味しい
野菜を食べていただけるよう、がんばります。�

さ�

さ�
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一括物流�

店舗や事業所では、照明や空調・その他設備を稼動させるために

たくさんのエネルギーを使用しています。また、店舗に商品を搬入

するためにトラック便が走り、燃料を使い排気ガスを排出しています。

その他営業活動から排出される廃棄物や、お客様が商品と一緒に

お持ち帰りになる「包装資材」も環境負荷の大きな要素です。ユ

ニーでは、「省エネ省資源」を環境方針に掲げ、できるかぎり環境

負荷の少ない企業を目指します。�

流

こ

努

20
電
第
ガ

2

4

6

8

1,2

1,0

1,6

1,4

インプット� アウトプット� eco 環境負荷軽減�I N OUT

I N I N

CO2排出�

OUT OUT

その他�

商品� お客様�

生ゴミ�

店舗�

メーカー�

リサイクルセンター�

ユニー各本部�

エネルギー�

�

リサイクル�
ボックス�

eco

堆肥�

eco

商品�

商品�

eco

eco

廃棄物�

CO2排出�

燃料�

電気�

ガス�

石油�

�

873,398,000KWh

18,880,000m3�

25,475,000

ダンボール�
36,395t

軽油�

�
3,643,697
年間走行距離�

�
（19,056,535km）

508,829 t-CO2

廃棄物�
79,095t

OUT

廃棄物�
31,087kg

エネルギー�

電気�

�
1,510,182KWh

エネルギー�

I N

※データは、ユニー㈱の2006.2.21～2007.2.20のものです。�
OUT

CO2排出�
543.7t-CO2

包装材�

レジ袋�
紙袋類�
包装紙類�

2,075t
392t
209t

UNY

工場�

農家�

コピー用紙�
11,083,000枚�

I N I N

水道�
5,504,000m3OUTOUT

I N

I N

水道�
22,050m3

I N

eco

eco

事業活動の環境に対する影響�

事業活動における環境負荷�

本

℃

営業本部　物流部部長　村井 秀紀� 弥富物流センター　所長　木村 卓造�

平成18年4月に施行された改正省エネ法に基づき、全ての荷主に省
エネ対策を講じられることが要求され、特に輸送量の多い（年間
3,000万トンキロ以上）荷主は、特定荷主として特別な義務が課せられ
ることになりました。これを受けてユニー物流部では、エネルギー使用
量・二酸化炭素排出量の報告と中長期的に原単位1％削減を目標とす
る今後の省エネ対策の計画を行政に提出。混載便の運用や車両大型
化による便数の削減などの具体策を積極的に講じていく予定です。�

当センターでは、熱感知照明設備（庫内・トイレ）による熱エネルギ
ー使用量の削減をはじめ、アイドリングストップの励行、段ボールか
ら折りたたみコンテナ梱包への切り替えによる循環型物流の実現
など、設備・運用の両面からさまざまな試みを行っています。また、セ
ンター内にリサイクルセンターを併設し、アルミ缶・牛乳パック・トレ
イ・ペットボトルなどを店舗配送便の帰り便を利用して毎日回収。リ
サイクル業務の中継基地としての役割も担っています。�

19

店舗や本社を含む各事業所では、事業活動にともなって、さまざまな環境負荷が発生します。�
これらを継続的に軽減していくために、事業活動の環境負荷の状況を調べ、�
従業員ならびに関係している人々が、それぞれの環境保全活動を実践しています。�

事業活動における環境負荷�
環境負荷�

限
そ
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2.14

1.92

1.83

1.81

1.95

ユ

境

流水量を調整する

ことにより、節水に

努めています。�

※データは、各年度ともユニー㈱当年
2月21日～翌年2月20日までのものです。�

2006年度のＣＯ２の換算係数は下記より換算しました。�
電気：「特定排出者の事業活動に伴う温室効果ガスの排出量の算定に関する省令（平成十八年経済産業省環境省令第三号）」に基づいた経済産業省環境省告示
第三号 官報４５４８号）水道：独立行政法人国立環境研究所「水道に関するCO２排出源単位の算定根拠」（環境省奨励）�
ガス・石油：温室効果ガス排出算定・報告マニュアルVｅｒ．１．１　平成十八年経済産業省環境省に基づいた「算定・報告・公表制度における算定方法・排出係数一覧」�

電気（単位：千kWh）� 水道（単位：千m3）� ガス（単位：千m3）� 石油（単位：千リットル）�

単位面積時間当たりの使用量�
（単位：W/H.m2）�

単位面積時間当たりの使用量�
（単位：リットル/H.m2）�

単位面積時間当たりの使用量�
（単位：リットル/H.m2）�

単位面積時間当たりの使用量�
（単位：cc/H.m2）�

単位面積時間当たりの使用量�
（単位：gCO2/H.m2）�

二酸化炭素排出量（単位：t-CO2）�
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0

18.0

16.0

14.0

12.0

10.0

2.0
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0

2.89

14.59

15.82

8.01

14.70

2.89

14.59

15.82
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14.70

20062002 2003 2004 2005
（年度）�（年度）�

20062002 2003 20052004

2.14

1.92

1.83

1.81

1.95

（年度）�
20062002 2003 20052004

0.620.54

0.69
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石油使用の要因だった自家発
電を大幅に中止したため、使用
量が減少しました。      
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ＣＯ２発生が多い石油の使用抑
制を実施したため、CO２排出量を
抑えられました。�

2005年まではユニーの直営部
分の使用量ですが、2006年はテ
ナントも含めた全体使用量としま
した。�

2006年夏の異常気象により例
年より気温が低かったため、使
用量が減少したと推測されます。�

石油高騰とＣＯ２発生抑制のために、
自家発電を止め、電力会社からの
供給に切り替えた店舗が増えた
ため、単位使用量が増加しました。�

ユニーの省エネルギー活動�

エネルギー使用量の推移�

トイレの節水�
環境省主導の「ブラックイルミネーション

2007」に参加しました。これは「CO2削

減／ライトダウンキャンペーン」の一環で、

6月24日の午後8時～10時の2時間、商業

施設や家庭な

どに電気を消

すことを広く呼

びかけたもの

です。�

ブラックイルミネーションの実施�「エネルギーの使用の合理化に�
  関する法律」（改正省エネ法）�

本部事務所内の空調を夏は28℃、冬は19

℃に設定しています。�

事務所内の室温管理�

593,656

624,892

508,829

534,209

789,726

熱エネルギーの重油換算1,500  以上が第2種指

定工場、3,000  以上が第１種指定工場に指定さ

れ、エネルギーの使用実績の報告と、それぞれ管

理責任者及び管理委員会の設置・削減計画の策

定が義務付けられました。ユニーでは第2種に49

店舗、第1種に2店舗が指定され、従来の省エネ活

動に加えエネルギー使用削減のために設備面で

の改善、省エネ運動などを計画・実施しています。�

20

環境にイイこと、プラス� 環境負荷�

限りある資源を大切に使うため、また環境負荷を軽減するために、全社で省エネルギー・省資源に取り組んでいます。�
その活動は、節電や節水、事務用品の再生製品利用など、多岐にわたっています。�

省エネルギー・省資源活動�

環境レポート 2007
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物流センター�

ユニー店舗�

通い箱（オリコン）による納品�ダンボール箱による納品� 発泡スチロール容器による納品�

廃棄物削減のための取り組み�

廃棄物の再資源化�

商品搬入時に商品を入れてきた
ダンボール箱や発泡スチロール
の容器を使い捨てから通い箱
（オリコン）にすることによって、
廃棄物の発生を抑制しています。�

ユニーに入ってくるゴミ�1

店の中での販売活動や商品加
工・サービスから発生する廃棄
物をリサイクル資源にする取り
組みをしています。�

1.発泡スチロールの再資源化（詳細はP15、16）�

2.食品廃棄物の再資源化（詳細はP17、18）�

3.ダンボールは100％リサイクル�

ユニーで発生するゴミ�2

牛乳パック（再生紙の原料）や
アルミ缶（再生アルミの原料）、
食品トレイ（再生プラスチックの
原料）は、各店舗にリサイクル
ボックスを設置し、ゴミの再生利
用をお客様と一緒に取り組んで
います。（詳細はP15、16）�

お客様が持ち帰るゴミ�3

フラワーポット�
ベンチ原料�

飼料・肥料�
ユニーの�
包装紙・袋�

トイレットペーパー�
アルミ缶�

再生アルミ製品�

古紙業者にて�
リサイクル�

リサイクル工場にて�
リサイクル�

再生工場�

リサイクルセンター�

リサイクル工場�

ダンボール�
100％回収�

発泡スチロール�
リサイクル処理�

生ゴミ�
生ゴミ処理機で処理�

トレイ� アルミ缶�

お客様とともに回収�

ユニーに入ってくるゴミ�

販 売�

ユニーで発生するゴミ� お客様が持ち帰るゴミ�

1

2 3

ダンボール�

牛乳�
パック�

フラワーポット�
ベンチ原料�

オリコンをリユース�

ユ

め

て

れ

て

21

店舗から排出される廃棄物には、商品搬入に使われるダンボールや発泡スチロールの箱などの包装資材や、�
食品の加工や飲食の食べ残しなどの食品廃棄物などがあります。�
これらはできるだけ廃棄せずに、リサイクルするように努力しています。�
また、お客様が持ち帰った後で家庭で発生するゴミ（空容器や包装資材）は店舗で回収し、リサイクル製品の原料にしています。�

廃棄物削減�
廃棄物や容器包装を削減する取り組み�
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2006年度年間廃棄物排出量�

店舗における廃棄物排出量�

    2004年度�

10,542,539 �

3,819,953 �

14,362,492 �

16,504,679 �

3,306,785 �

1,089,263 �

1,144,213 �

22,044,940 �

682,451 �

561,028 �

1,243,479 �

1,542,162 �

39,567,091 �

1,956,064 �

41,523,155 �

678,906 �

1,281,590 �

339,453 �

53,178 �

208,281 �

382,882 �

2,944,290 �

83,660,518 

一般可燃ゴミ�

ビニール（食品系）�

小計�

生ゴミ�

魚のアラ�

てんかす�

食用廃油�

小計�

ビン�

缶�

小計�

�

ダンボール�

紙類（再生可）�

小計�

プラスチック�

ビニール（衣住系）�

ペットボトル�

陶器、ガラス�

金属カス�

その他�

小計�

可燃ゴミ�

不燃ゴミ�

発泡スチロール�

その他�

合計�

ダンボール�
および再生紙�

焼
却
ゴ
ミ�

食
品
ゴ
ミ�

区  分� 種  類�

2006年度　廃棄物の構成�

可燃ゴミ�

不燃ゴミ�

発泡スチロール�

ダンボールおよび再生紙�

その他�

  2005年度�

11,944,417�

5,468,528�

17,412,945�

15,811,962�

3,714,642�

899,429�

1,322,161�

21,748,194�

611,612�

539,657�

1,151,269�

1,529,029�

35,266,611�

1,484,058�

36,750,669�

422,732�

1,151,269�

206,869�

161,897�

89,943�

386,755�

2,419,465�

81,011,571

（単位：kg）�

  2006年度�

11,363,301�

4,473,957�

15,837,258�

14,885,741�

3,568,186�

988,113�

1,262,589�

20,704,629�

795,980�

530,653�

1,326,633�

997,262�

36,395,499�

1,317,484�

37,712,983�

594,698�

850,875�

292,774�

118,940�

155,536�

503,206�

2,516,029�

79,094,794 ※データは、各年度ともユニー㈱
2006年2月21日～2007年2月
20日までのものです。�

ユニーでは、廃棄物排出削減とリサイクル推進のた

めに、店舗から排出される廃棄物を19種類に分別し

ています。また、排出場所ごとに分別した廃棄物をそ

れぞれ重量を計量し、廃棄物の排出責任を明確にし

ています。分別の徹底と、計量実施の結果、2006年

度の総排出量は前年より2.37％削減できました。特

に焼却ゴミが削減したことは、分別に対する取り組

みが進み、リサイクルが推進されたためと推測されま

す。また、不燃ゴミが増加したことは、ビン･缶の店内

のお客様用ごみ箱からの回収量が増加したためです。�

焼却ゴミ�
20.0%

その他�
3.3%

食品ゴミ�
26.2%

ダンボール�
および�
再生紙�
47.7%

不燃ゴミ�
1.7%

発泡スチロール�
1.2%
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環境にイイこと、プラス� 廃棄物や容器包装を削減する取り組み�
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環境に配慮した設備や工夫�

ユニバーサルデザイン�

“環境に配慮した店づくり”を目指しているユニーの店内では、ゴミ減

量、リサイクルや省エネを推進するため、さまざまな設備を用意すると

ともに、販売方法にも工夫をしています。特にお客様とともに進める

ゴミ減量に関しては、お客様が利用しやすいようにリサイクルステー

ションや、各所に分別ゴミ箱を設置しています。�

牛乳パックをはじめ、アルミ缶、トレイ

等お客様がお買い上げ後にゴミにな

るものを回収し、リサイクルしています。�

リサイクルステーション�1

生ゴミは肥料、発泡スチロー

ルはプラスチックチップなど、

再生資源としてリサイクルを

行っています。�

リサイクル処理機�3

ユニーの取り組みをポスターなどで紹

介・報告しています。�

情報の開示�5

店内各所に「燃やせるゴミ」や「燃や

せないゴミ」など分別したゴミ箱を置き、

ゴミを分別回収しています。�

分別ゴミ箱�2

資源リサイクル、環境を汚さない商品、省

エネ・省資源商品など環境保全を考えた

商品を揃えています。�

環境配慮商品�4

各売場やテナントから排出される廃棄物

を分別し、計量することにより、減量やリサ

イクルの促進を図ります。�

廃棄物計量システム�6

車椅子でご利用いただけるトイレです。また、

妊婦の方やお年を召した方もご利用いた

だけます。�

多目的トイレの設置�7

入り口の近くに、車椅子専用駐車場を

設置しました。�

車椅子専用駐車場�9

混雑時などに車椅子の方が優先的にご利

用いただけます。音声案内・点字表示をし、

低い位置に操作ボタンを付けました。�

優先エレベーター�11

駐車場と店内の段差をなくし、公道入

り口から各玄関まで誘導ブロックを設

置しました。�

段差のない入り口�8

店内でご利用いただける車椅子をご

用意しています。�

車椅子の無料貸し出し�10

1階各出入り口にインターホンを設置し、

お呼び出しによって介添えサービスの

ご要望にお応えします。�

介添えサービスの実施�12

飲

浄

1

危

手

設

1

1

小

よ

具

材

び

設
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年齢や性別、障害の有無にかかわらず、すべてのお客様が快適にお買物できるよう、�
ユニーでは店内各所にさまざまな工夫を凝らしています。�
さらに、地域の方々と力を合わせて包装資材の削減や廃棄物の削減・分別などを実施し、環境保全に貢献しています。�

ユニー各店舗での取り組み�
店舗での取り組み�
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バリアフリー�
新法�

ー

飲料やお料理に使用していただける

浄水機を設置しました。�

アピタのおいしい水�16

危険防止のために、店内の階段には

手すりを付け、足元に誘導ブロックを

設置しました。�

危険防止の工夫�17

お子様連れの方への配慮�

よりよく利用していただくためのサービス・工夫�

1

3

4

10

13

14

57

6

15

17

9

8

2
11

12
16

小さなお子様の遊び場�13

小さなお子様に、安全に遊んでいただける

ように、床や遊

具にソフトな素

材を使用した遊

びのスペースを

設けています。�

ベビー休憩室（赤ちゃんルーム）�14

お子様の授乳やおむつ替えにご利用いた

だけるベビー休

憩室（赤ちゃん

ルーム）を設け

ました。�

男性用トイレにベビーシート設置�15

男性用トイレにもベビーシートを設置しま

した。�

ユニーはすべてのお客様に快適にご利用いただける店づ

くりに取り組んでおります。

バリアフリー新法とは、「高

齢者、障害者等の移動等の

円滑化の促進に関する法律」

で、平成18年12月20日に

施行されました。�

環境レポート 2007 24
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2

プ

2

収穫体験�

ユニーと一緒に構築している｢食品リサイクルループの農業」を子供たちと体験しました。毎日の食卓に並ぶ食物が、どのように作られてい

るかを自分の目で見、収穫して、｢食物を大切にする」ことを学びました。�

エコロお店探検隊�

毎日の生活の場の1つであるユニーの店舗で、

「環境にやさしいお買い物」の体験や、店舗か

ら排出される廃棄物の分別・計量・リサイクル

の実態を見学しました。店舗で販売している

商品の中から「環境にやさしい商品」を選ぶ

体験は、グリーンコンシューマーになるための

目を養います。� 「混ぜてしまったらゴミ、分別すれ
ば資源」店舗の廃棄物庫の見学
をしました。 �

「環境にやさしい買物」について
売場で商品について学習しました。�

中日新聞社�
「中部の未来育成塾」�

NPOとのコラボレーション�

愛知県の西にあるＪＡあいち海部

は、アピタ刈谷店・知立店・アピタ

安城南店で排出された食品残渣

から作った堆肥を使って作物を栽

培しています。田植えや稲刈り体

験、牧場で酪農体験をしました。�

ＪＡあいち海部での農業体験� （有）三功での収穫体験�
三重県にある食品リサイクル登録再

生利用事業者（有）三功がアピタ松阪

三雲店・アピタ四日市店・アピタ鈴鹿店

から排出された食品残渣を堆肥にして、

それを使って

作物を栽培し

ています。こ

の循環型農

業を見学し、

収穫体験をし

ました。 �

地域で環境保全活動を行っている各地のＮＰＯと一緒に環境学習を実施しました。�

これはＮＰＯと企業とのコラボレーションを推進している環境省中部エコパート

ナーシップオフィスとの合同企画で、

北陸3県の店舗で各地のＮＰＯと開催

したものです。�

ＮＰＯに「店舗」という活動の場を提

供し、子供達は地域の中での環境保

全について体験することができました。�

さ�

さ�

地

る

事

を
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地球温暖化やそれに伴う異常気象など、環境の変化を身近に感じられる今日このごろ。�
未来の地球環境を守っていく子供達と一緒に学び、考えていくために「子供環境学習」を各地で開催しています。�
2006年度は全地区18会場で開催し、368人の子供達が、店舗や自然の中で「未来の地球に美しい自然を残す」ために、�
環境保全活動を体験しました。�

環境について学ぶための取り組み�
子供環境学習�
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2005年から始めた自然探検隊を店舗で実施した「環境にイイこと

プラス イラスト募集」に応募した子供達20名で、2006年8月24日～

26日に岐阜県のトヨタ白川郷自然學校で開催しました。地域の子供

達と白川郷の自然の中で、古くから受け継いできた自然との協調や

森の中の生き物との出会い、水素電池の実験などの新しい技術の体

験などを通し、環境への関心を深め、たくさんの思い出を作りました。�

夏休み自然探検隊�

白川郷トヨタ自然學校�

環境省 中部環境 パートナーシップ オフィス�

2006年11月12日、中部電力

（株）との共催で、地域NPO中

部リサイクル運動市民の会と

一緒に「エコクッキング」を

実施しました。当日は名古屋

市のアピタ千代田橋店で「環

境にやさしいお買い物」を学

習し、エコクッキングの材料を買い物しました｡その後中部電力の

クッキングスタジオで「エコなお好み焼き」をみんなで作り、買って

きた材料や調理方法、残った材料の量などを調べ、環境にやさしい

クッキングについても学びました。�

地元企業とのコラボレーション�

い

れ
学

地域のNPOと企業とのコラボレーションによる環境活動を推進す

るために、環境省が各地にEPOを設置し、中部地方では名古屋に

事務所を置いています。ユニーは2005年から「子供の環境学習

を地域のNPOと一緒に進める」をテーマに中部EPOと協働してき

ました。2006年には、ユニ

ーの目指す環境保全活動を

理解していただくために、地

元NPOの皆さんを対象に「環

境レポートを読む会」を

EPOで開催しました。�
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店内施設・施設�

けやきウォーク
はモール全体に
自然の光が差し
込むような設計
です。照明を抑
え、環境にもやさ
しいモールです。�

毎日つながる、しあわせ～よい環境が生まれる場所～�

�

アピタ前橋店と157の専門店「けやきウ

ォーク前橋」は、ユニー（株）初となる本

格的モール型ショッピングセンターとし

て2007年3月にオープンしました。スト

アコンセプトは、「Good Circulation Place」

（グッド・サーキュレーション・プレイス）。人と人、人と自然、自然

と街とのつながりを生み出す「サーキュレーション＝循環」を大

切に育み、季節や世代をこえ、それぞれの暮らしのシーンにフィ

ットした衣食住を楽しみながら、誰もがいつでも立ち寄れる場

所となることを目指しています。モールゾーンには、暮らしが楽

しく便利になることをテーマに、飲食店はもとより、各種相談窓

口カウンター、教室、クリニックなどライフサポート業種などを招

致。近隣にお住まいの方のよりどころになる「タウンセンター」

としての機能も充実させています。アピタゾーンでは、ワンラン

ク上の上質な暮らしの品、地産地消やオーガニックなどこだわ

りの食料品をフルラインで提供し、モールゾーンと融合した売

場を構築しています。今後も、お客様の笑顔としあわせに貢献

できる店づくりを継続していきます。�

店長　浅井 和彦�

人に優しく・環境に優しい店づくり�

�

けやきウォーク前橋は、「バリアフリー法」

認定のショッピングセンターとして、年

配の方や体の不自由な方にも気軽にご

利用頂けるよう、「多目的トイレ」「車椅

子専用駐車場」「車椅子の無料貸し出し」

「AEDの設置」「オストメイトトイレ」等を用意しております。ま

た、環境に優しい店づくりとして、当社関東地域では初めて「リ

サイクルセンター」を設置。「生ゴミリサイクル機」で作られ

た食品残渣のリサイクル堆肥による野菜の栽培・販売をはじめ、

店舗廃棄物の計量化、発泡スチロールのインゴット化（固形化）、

ダンボール・ペットボトル・ビン・缶・魚のアラ・廃油等のリサイク

ルなどを実現しています。お客様への対応としては、リサイク

ルボックス（牛乳パック・食品トレー・ペットボトル・アルミ缶）、イ

ンクカートリッジ回収ボックスの店頭設置やお子様向けの「食

育のイベント」「環境体験学習」の実施、また食品レジの後方

に設置された「エコステーション」では、それらのリサイクル

への取り組みを紹介しています。これからも、本社環境部と協

力し、「人と環境にやさしい店」を目指していきたいと思います。�

業務副店長　大平 敏康�

さ�

環　境� バリアフリー�

食品トレイや
アルミ缶、牛
乳パックなど
を店頭回収
するエコス
テーションに
は、リサイク

ルの過程やリサイクル製品がわかりやす
く展示してあります。�

分別ゴミ箱を
館内に設置し、
お客様にも分
別回収にご協
力いただいて
います。分別

することにより、廃棄せずにリサイクル資
源として利用することができます。�

食品残渣（生
ゴミ）の真空
乾燥機を設置
し、堆肥の原
料に加工して
います。この

堆肥で栽培した大根で、アピタの刺身
のツマをつくリ販売しています。�

店内の自動販売機やフー
ドコートの手洗いは、車椅
子でもご利用いただける

ように、高さ
を工夫した
ものを設置
しました。�

車椅子ご利用の方や妊婦
の方、けがなどで体が不自
由な方の優先駐車場は入
り口に近い
ところに設
置しました。

この駐車場はパークロックを設置し
ているので、インフォメーションでの
受付によりご利用していただけます。�

さ�
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地域の環境保全やお客様すべてが便利で快適に利用していただける店作りに取り組みました。�
環境問題やバリアフリーについて学習し、店舗から排出される廃棄物を分別・処理して、できるだけリサイクル資源として�
利用するシステムや、車椅子でのお買物が快適にできるような設備の設置をしました。また、設備面だけではなく、�
けやきウォークで働くメンバー一人ひとりが、より親切で的確なサービスが提供できるように努めています。�

アピタ前橋店における環境への取り組み�
ピック・アップ・ストア（アピタ前橋店）�

地球から信頼され、愛されるSCを目指して�

�

「水と緑と詩のまち」と言われる上毛の

県都前橋は、古来より自然環境に恵ま

れたところです。その前橋にオープン

した「けやきウォーク前橋」は開店以来

予想以上のお客様にご来場頂き、年間

1000万人を超えるペースで推移しております。我々だけで

なく専門店従業員も驚きと感謝の気持ちで毎日頑張ってい

ます。それだけに地域の方々からの当SCへの期待は高く、

品揃え、接客サービスにとどまらず、社会貢献、とりわけ環境

への配慮といった部分への企業姿勢が問われています。そ

こでオープン前の従業員教育に相当数の時間を割いて廃棄

物処理についての教育をしたのですが、最初はあまり意識が

高くなく、生ゴミの中に、包丁やフォークが入っていたりと散々

な状況でした。その後店長会や新入従業員教育の際、必ず

廃棄物処理の時間を設け、生ゴミ処理機の操作体験をして

もらう等の地道な教育の結果、現在はかなり改善されてきま

した。今後も更に活動を続け、地域から信頼され、愛される

SCを目指して全員一丸となって頑張っていきます。�

モールチーフMGR　名越　明�

街と調和し、住民から親しまれる場所を目指して�

�

けやきウォーク前橋は、従来のショッピン

グセンターに比べ、照明や空調設備など

エネルギー節減のための取り組みを積極

的に行っています。例えば、冷暖房の効率

化を考慮し、モールの吹き抜けにガラスを

多く使って自然光を取り入れる仕組みなどもそのひとつです。

まだ、オープンからの日が浅く、その効果については十分な検証

がされていないのですが、今後さらなる改善に努めていきたい

と考えています。環境保全活動に関しては、特に廃棄物のリサイ

クルに注力し、当店で一日に排出される約2.5ｔの廃棄物も、ダン

ボールなどの紙類、缶ペットボトルはもちろん、調理クズ・食べ残

しなどの食品廃棄物もリサイクルして堆肥として利用しています。

こうした活動をお客様にアピールし、もっともっと関心を持って

いただけるように努めます。また、当店には以前から植えられて

いた桜の木60本を現存して従業員が世話をし、美しく咲き揃う

春には訪れるお客様の目を楽しませています。環境配慮のため

の緑化ということだけではなく、近隣住民の皆様にも親しんで

いただけるモールとして今後も大切に育てていきたいと思います。�

モール施設管理担当　若林　俊也�

ファミリー�

多目的トイ
レにはオス
トメイトや
着替え用
ベッド、温
水が出る

手洗いなどが設置され、スペースも
広く取ってあり車椅子でも快適にご
利用いただけます。�

モールの
吹き抜け
にはイベン
トなどに使
用できるけ
やきコート

があり、ファミリーで楽しんでいた
だける催し物や大画面での映像を
お楽しみいただけます。�

モールの１
階中央に
はインフォ
メーション
が ありま
す。店内ご

案内以外に、携帯電話の充電器や
AEDなど便利な設備もあり、親切
なサービスを提供しています。�

自転車で来店
されるお客様
のために、駐輪
場にはタイヤ
空気入れを設
置しました。�

小さなお子様
やお年寄りに
も使いやすい
高さの水飲み
を設置しまし
た。�

インフォメーショ
ンにAEDを設置
しました。消防署
で操作方法を習
得し資格をもつ
15名の従業員が、
不測の事態に備

えています。�

赤ちゃんルームに
は、お母さんと赤
ちゃんがゆっくり
授乳していただけ
る個室と、オムツ
交換用ベッド、調乳
専用給湯器を設置
しました。�
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汚染防止に役立つ商品には大

気・水・土壌を汚さない原料で

できている商品や、汚水や排

気を出さないための商品があ

ります。�

資源リサイクル商品�
使用後にリサイクルできる商

品や、再生資源からできた商

品は石油や森林資源など貴重

な資源の節約につながります。�

省エネ・省資源商品�
使用するエネルギーを抑えた

商品、容器包装などのムダを

省いた商品、長期間使用でき

る商品は、省エネルギー、省資源、

廃棄物の削減に貢献します。�

クールビズ商品�
地球温暖化を防止するため、オ

フィスの冷房設定温度を28℃

にしても、「涼しく効率的に格

好良く動くことができるビジネス・

ファッション」それが「COOL 

BIZ」です。これは環境省が提

唱している「チーム・マイナス6％」のCO2削減運動のひとつです。

店舗ではお客様にクールビズファッションを販売するとともに、従

業員もクールビズで業務を行っています。�

家電リサイクル�

家電リサイクル券取扱優良店の認定�

ユ

ト

い

「

反

様

を

客

の

の

さ

※
　

お

お

環境に配慮した家電製品を取り扱っています。�

●省エネ法に定められた基準に対する
達成率を「省エネ性マーク」で商品に
表示しています。�

●家庭用冷蔵庫は、地球温暖化への影響
が極めて少ないノンフロン冷媒を使用
したものを販売し、地球にやさしいお
買物をお客様と一緒に進めています。�

家電品売場のお客様の目につきやすい場所にポスター

を貼ったり、販売スタッフがきちんと説明したりするなど

して、家電リサイクル法に対するお客

様への理解を深めています。そうし

た取り組みもあって（財）家電製品

協会から「家電リサイクル券取扱優

良店」の認定を受けることができました。�

このマークは、省エネ性を
明示するものです。%の
数値が大きいほど省エネ
性が優れています。�

このマークは、省エネ基準
を達成した機種を示します。�

省エネ性マーク�

よ
お
商
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お客様の声�

インターネット�
電話・手紙�

ユニーのホームページでは、環境保全につ

いての取り組みを紹介しています。「エコ

ショッピング」「環境レポート」「やさしいく

らしダイアリー」などがご覧いただけます。

また、メールマガジン「エコロNews」も作

成しており、環境保全についての有益な情

報を多くの皆様へ発信しています。�

環境部　ホームページアドレス�
http://www.uny.co.jp/eco/

ご意見�
ご要望�

ご意見�
ご要望�

お客様の声のポスト�

「お客様の声」の流れと対応�

お客様の声がユニーを変えます� お客様の立場で�
さまざまな改善に努めています�

ホームページからの�
環境情報発信�

お客様�

回答�

回答�

お客様�
サービス部�

関連部署�

お客様の�
声のポスト�

お客様の声�
（従業員用）�

販売員�

店長�

副店長�
（売場責任者）�

店 舗�

本 部�

●必要に応じ、商品調査依頼�
●『お客様の声』に対応・結果
　を記入、保管、掲示など�
●ご指摘事例の周知徹底・従
　業員教育�

●本部へのご意見の記録・
　集計・分析�
●ご指摘事例の周知徹底
　・店長会報告など�

報告・連絡・相談� 確認・指導・改善�

報告・連絡�
確認・相談�

）�

数）�

。

従

お客様からお寄せいただきましたご意見、ご要望、ご質問などのうち、

全体的な内容につきましては店舗から本部へ報告され、毎週とり

まとめたうえで本部内、各地区本部、関係部署へフィードバックされ、

商品開発や品揃え、売場つくりやサービス改善に活かされています。

こうしてお客様の声が全社の改善につながるのです。�

またさらに、「従業員の接客などのサービス」についてのご意見、

ご要望が増加してきていることから、よりお客様に満足いただける

サービスレベルを目指し2007年に人事教育部に接客対応レベル

向上の担当を設け、各店舗においても推進者を選出し全社をあげ

て取り組んでいます。�

ユニーは、「生活解決業」としてお客様の声を大切に、お客様の立

場にたって行動し、お客様に満足していただくために、日々さまざ

まな改善をしていきます。�

ユニーでは各店舗に「お客様の声のポスト」を設置しています。ポス

トには店舗施設や商品・サービスなどさまざまなご意見ご要望、お問

い合わせ、またご指摘やお叱りの言葉が寄せられています。これらの

「お客様の声」には店長が必ず回答し、店舗や商品、サービスなどに

反映させていただいています。ポストに入れていただいている「お客

様の声」はユニーがこれからも地域のお客様と一緒により良い生活

を築いていくためのメッセージであり、羅針盤でもあります。1枚の「お

客様の声」には、ポストには入っていないもっとたくさんの「お客様

の声」が感じられます。これからも、お客様から

のメッセージを真摯に受け止め、お客様に支持

され期待される店づくりに努力していきます。�

※データは、2006年2月21日～2007年2月20日�
　（ユニー本部 受付分）のものです。�

お問い合わせ・ご要望�

ご指摘・ご意見 

お褒め�

516件�

1,876件�

39件�

21.2%

77.2%

1.6%

よりよい店づくりのために、何よりもお客様のご意見を大切にしています。�
お客様の声に真摯に耳を傾け、速やかな回答と迅速な対応ができる仕組みを整え、�
商品やサービスの改善を進めています。�

人にやさしく、環境にやさしい店づくりのために�
お客様の声�
社会・地域にイイこと、プラス�社会・地域にイイこと、プラス�
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ごみゼロ推進優良店の表彰�

ごみゼロ社会推進あいち県民大会で、18年度優良店として、ユニ

ー常滑店とアピタ豊田元町店が県知事より表彰されました。また、

常滑店の事例紹介として、山岡店長が発表しました。�

ナゴヤドーム、アクティブシニア・フェア2007に参加�

地域の皆様との触れ合いの場の提供�

地域の方たちとのふれあいの場として、「夏祭りの開催」や店頭

ステージでの地域の子供達による発表会などを、各店舗で行っ

ています。ユニーでは、このような活動を通じ、店舗近隣の住民

の皆様との共生を願っています。�

「

上

と

に

2

長

地　域�

店舗での防火・防犯意識の向上活動�

地域の警察署・消防署・自治体等と協力し、各店舗内のスペース

で啓蒙活動を行っています。ポスターや書道の展示会をはじめ、

消防自動車や救急車の展示、また実際に装備を動かしている場

面の見学などを実施し、

地域の子供達が楽しみな

がら防災について学ぶ場

を提供しています。�

�

アクティブシニアと呼ばれる50～64歳の輝かしいセカンドライ

フを迎えるための「健康･快適」「安心･安全」「娯楽・知的好奇心」

「ファッション・美容」などのテーマで開催されました。名古屋を

中心にした中京エリアの元

気なシニアのために、ユニー

は健康とファッション、環境

のブースで参加しました。�
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頭

っ

民

地産地消�

「地元で収穫された新鮮な野菜や、地域の名産品を皆様に召し

上がっていただきたい」という思いから、ユニーでは地元の団体

と協力して、地場野菜の販売コーナーや地元名産品の取り扱い

に積極的に取り組んでいます。�

2007年4月に開店した「リバーサイド千秋」（アピタ長岡店）では、

長岡地場野菜のコーナーを設置し、販売を行っています。�

「クリーンアップキャンペーン」の実施   

本社事務所、アピタ稲沢店、ユーホーム稲沢店で毎年実施して

いる「クリーンアップキャンペーン」では、周辺道路の清掃を行

いました。�

ユニーでは万一大規模災害が発生した時、被災された方々の生活必需品が速や

かに提供できるように、地方自治体との「災害物資調達協定」締結を各地区で進

めています。2007年7月16日に発生した「新潟中越沖地震」に対し、翌17日新

潟県庁・知事室にてユニーグループ義援金300万円を寄託しました。その他、店

頭および従業員募金の

実施と、災害者の皆さ

んに対する支援物資の

提供を行いました。�

災害支援活動�

イ

」

を

元

ー

境
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ハート・トゥー・ユーキャンペーン�サービス介助士資格の取得�

「リサイクルバザー」&「盲導犬チャリティーバザー」の開催�

ユニー大曽根店では、「なごや消費者団体連合会」と共催で「リ

サイクルバザー」を開催。家庭で眠っている品物をお客様にお

持ちいただき、必要

な人に販売しました。

また、「盲導犬チャリ

ティーバザー」も同

時開催し、全収益金

150 ,000円を中部

盲導犬協会に寄付し

ました。�

お年寄りや体の不自由な方にもお買物を楽しんでいただけるよ

う、「おもてなしの心」と「介助技術」を身に付けることをねらい

とした「サービス介助士（NPO法人日本ケアフィットサービス協

会認定）」の資格を、全店舗の店長が取得しました。�

体の不自由な方用の駐車場の利用について、利用希望の方から、

健常者の方が駐車スペースを使用し不便で困る、とのご意見をい

ただくことが多くありました。ユニーでは、NPO団体と共同で、優先

駐車場の利用に対する意識向上を目的とした「ハート・トゥー・ユー」

キャンペーンを大型店舗で定期的に開催しています。このキャンペ

ーンは、賛同していただいたいた方に、障害者の方が作成したオリ

ジナルステッカーを購入しても

らい、それを自己宣言として車

のウインドーに貼り付けるもの

です。より多くの方にご賛同い

ただき、体の不自由な方のお買

物が快適になれば、と従業員一

同頑張っています。�

�

愛の救援衣料キャンペーンの開催�

アピタ千代田橋店で、「名古屋を明るくする会」との共催で実施

している、「愛の救援衣料キャンペーン」を本年度も開催しました。

600名のお客様をはじめ、市民の皆様に「家庭で眠っている衣

料品」を持ち寄っていた

だき、20ｔが集まりました。

これらは、神戸にある「日

本救援衣料センター」ま

でユニーによって配送さ

れ、その後アジアやアフ

リカに送られます。�

福　祉�
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子ども図書館� 育児相談�

不安や疑問をたくさん抱えるプレママや子育てママを対象に、ユ

ニーの大型店舗では赤ちゃんの健やかな生育のための育児相談

会を定期的に開催しています（基本

は週1回）。保健師さんとの相談な

ので、お母様方も安心して参加する

ことができます。�

スポーツ競技会協賛�インターンシップへの協力�

スポーツを通じた子供達の成長の為に、ユニーでは各種のスポー

ツ大会に協賛しています。2006年7月8日（土）には、「全日本ドッ

ジボール選手権愛知大会」が開催され、県内の54チームによる

予選会が開催され、熱戦が繰り広げられました。本年も7月7日

に開催されました。また、2007年3月～4月にかけて、「親子サッ

カー教室」を関東・名古屋・静岡・北陸の各地区において開催し

ました。4会場合計で244名が参加し、元プロサッカー選手・中西

哲夫氏をゲストに招き、親子でサッカーを楽しみました。�

インターンシップとは、中学・高校では社会体験として行われてい

る体験学習です。ユニーでも各店舗で小売業に興味のある子供

達の体験学習を受け入れています。学習期間を終えた子供達か

らは「働く事の大変さ」「お客様の目では気が付かない工夫の発

見」などの感想と共に、両親に対する感謝の気持ちも寄せられま

す。また、小学校の授業の

一環として取り入れられ

ている「お店探検」の学習

にも、毎年多数の小学生

が参加します。�

「より身近な場所で、子供達が気軽に書と出会えれば」というコン

セプトのもと、現在アピタ初生店、アピタ足利店、アピタ高蔵寺店、

サンテラス駿東の4店

舗に「子ども図書館」

を設置しています。�

蔵書は1館当たり約1．

5～2万冊で、各館と

も専門の司書が運営

にあたっています。�

子　供�
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キャリアアップ制度�

ユニーを支えているのは「人」。その能力を最大限に発揮させて

いくことが、会社の成長に繋がっています。そこでユニーでは、選択

登用制度を導入し、育成段階のＡ層から管理段階であるＢ・Ｃ層へ

進むか、それとも専門段階のエキスパート職へ進むかは、自己判断

で決定できるようになっています。�

充実の教育体系�

権限委譲の方針からもわかるように、人材育成の基本はOJT教育

です。しかし、新入社員については、入社前教育・新入社員導入教育・

新入社員FIT教育と十分なOFFJT教育に力を入れています。また

海外研修・自己啓発研修・商品担当ごとの教育もキャリアに応じて

実施しています。�

③

ユ

ユ

施

①

全

実

ン

し

達

定

社

に

ま

ペ

新

境

を

上級�

中級�

初級�

C層管理職教育�

B層管理職教育�

リーダー教育�

新入社員FIT教育�

新入社員導入教育�

海
外
研
修
・
通
信
教
育 

他�

●キャリアステップ� ●教育体系図�

初級�
中級�
上級�

● 課長�
● BYR�
● FMD

● MGR

● 店長�
● 副店長�

● 部長�
● チーフBYR�
● チーフFMD

● 部長�
● チーフMGR

営業店舗� 商品部� スタッフ�

営業店舗� 商品部� スタッフ�

エキスパート�

ＢＹＲ … バイヤー�
ＦＭＤ … フィールドマーチャンダイザー�
ＭＧＲ … マネジャー�

配属においても、本人の能力・適性などを考慮して、
営業店舗、商品部、スタッフと活躍できるフィールド
を用意しています。�

C層�

B層�

A層� A
層
�

B層�

C層�

職層� 教育体系�

部
門
別
能
力
向
上
教
育�

②

「

所

想

ニ

財産形成�

●持株会�

毎月の給与より株式購入

が可能�

住宅関連�

●自宅から通勤できない人

には社宅を用意�

●人事異動により転勤する場

合、一定額の家賃を補助�

労働時間�

●実働8時間�

休日休暇�

●休日�

　年間115日（週休2日制）�

　連続休暇有�

●年次有給休暇�

入社半年後から初年度

10日間を付与�

手当�

●通勤手当・時間外勤務手

当・薬剤師手当・扶養手当・

住宅費補助手当�

女性が活躍できる制度の充実�

●自社商品割引購買制度�

自社商品を1割引で購入

可能�

同居家族も利用できるよ

う「家族証」も発行�

年間利用限度額なし�

�

●出産休暇�

本人が出産のとき産前6

週間（多胎妊娠の場合

14週間）産後8週間�

●育児休業�

1歳6ヶ月までの育児休業

取得可能�

●看護休暇�

子供（小学校就学前）の

病気・けが等の看護が必

要な場合5日間取得可能、

半日取得可能�

●介護休業�

介護の必要な家族を介護する場

合に通算93日以内の取得可能�

●育児短時間勤務�

小学校3年生までの子供

がいる場合、1日の所定労

働時間を2.5時間～2時

間短縮することが可能�

●社員再雇用資格認定規程�

一定条件を満たした対象

者に、将来会社への再就

職に際して優遇�

その他�

●障害者雇用�

障害者雇用率1.8％以上

の社会的責任を果たすた

め、障害者の雇用促進に

努める�

●65歳までの再雇用制度�

65歳までの再雇用制度を

設け、正社員・パートナー

社員にも適用�

●就労体験制度�

公共団体からなどの企業

研修の要請に応じて受け

入れを実施�

学生などの就労体験の

受け入れを実施�

●全店店長にサービス介助

士2級取得を義務づけ�
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ユニーでは社員一人ひとりが、自ら学び、考え、動く「考動」する人材になることをめざしています。�
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育

・

た

て

環境コミュニケーションツール�

本社従業員教育�

③関連会社従業員教育�

ユニーの従業員以外の派遣社員や社内で仕事をしている方々にも、

ユニーの環境保全活動を理解し協力していただくための教育を実

施しています。�

ユニーの環境方針の理解や、

店舗での環境保全活動につい

て、新入社員オリエンテーショ

ンで教育を行っています。�

①ISO集合教育�

全従業員が「環境方針」を理解し、

実現するために、環境マネジメ

ントシステムISO14001を導入

しています。環境計画の目標を

達成するために、従業員教育を

定期的に実施しています。�

新入社員教育�

店舗での教育�

②廃棄物分別及び計量教育�

店舗から排出する廃棄物の分別、

計量を正しく実施し、排出抑制と

リサイクル推進のための教育を

実施しています。�

①テナントその他の従業員教育�

店舗に出店しているテナントや

店内で仕事をしている方々に、環

境保全活動の理解と協力をして

いただくための教育を実施して

います。�

社内報では店舗での取り組みを紹

介し、従業員の環境意識を高めて

います。誌面には、「環境の欄」を

設け、会社や各店舗での取り組み、

成果などの情報を全従業員と共有

しています。�

社内規定をまとめたポケットガイド

に、環境の基礎知識をまとめました。

また、従業員マニュアルに環境の

ページを加え、より充実させました。�

新入社員に対しても入社時から環

境に対する知識を身につけ、理解

を深める教育も実施しています。�

ユニーの店内には、環境問題につ

いてわかりやすく紹介した「やさ

しいくらしダイアリー」を掲示して

います。インターネットからもご覧

いただけるように、ユニーのホー

ムページでも掲載しています。�

従業員教育マニュアル�

新入社員テキスト�

各店舗に環境壁新聞を掲示�

社内報での情報の共有�

②防災訓練�

「緊急事態への対応」として防災訓練を実施しています。本社事務

所のある東海地方は大地震の予

想がされているため、「地震対応マ

ニュアル」の配布とその教育も実

施しています。�
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ユニーの食育�

食事バランスガイドモデル実施事業取組内容の報告�

心身ともに健全な社会のため、子供から大人まで食に関心を持ち、

正しい知識を身に付け、美味しく楽しい食生活を送っていただける

よう食育活動に取り組みます。�

店頭を通して、お客様に「食事バランスガイド」の理解・活用を促し、

「情報」と「体験」を通して食への悩みを解決していただく助けと

なる取り組みを進めています。�

「食事バランスガイド」を活用したバランスの良い食事の啓蒙を実

施するモデル実証企業として、農林水産省補助事業「平成18年度

にっぽん食育事業」に協力しました。�

ユニーの食育方針�

ユニー㈱の食育理念�
私たちは、食と食に関わる情報の提供を通して、�

食の大切さや楽しさを地域のお客様と共有化します。�

この食育理念を基に、食材の旬・生まれ・栄養素・調理方法や�

昔ながらの伝統食など、親から子へ語り伝えていきたい�

食の物語を「たべものがたり」と名付け、�

皆様にわかりやすくお伝えしていきます。�

新鮮かつおいしい食材を提供することにより味覚を
養います。�1

食材の持つ栄養素とその働きを理解することにより
体を養います。�2

食材のルーツをたどることにより食べ物を大切にす
る心を養います。�3

食材本来の味や特性を活かした調理や料理ができる
技を培います。�4

合理的な手法を用いた商品選択により安全・安心な
食材提供に努めます。�5

レジ前ポスター�

骨量測定�

惣菜コーナーパネル�

豆つまみゲーム� ビタミンチェック� 栄養士による食生活相談�

料

心

る
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な
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アピタ・ユニーでは、食に
関するさまざまな情報を
発信しています。店頭や
Webなどでレシピも沢山
用意しています。�
ぜひ、ご活用ください！！�

ホームページ�

、

と

栄養士が健康を考え、旬の食材を使って提案する店頭での調理

実演コーナーを開催しています。�

料理教室や、店内のイベントを通じて、皆様に「食」についての関

心を持っていただくために、ユニーは地元企業と共同で、食に関す

るさまざまなイベントを開催しています。�

私たちにとって、一番身近な「食」

に関することを紹介するサイトです。

旬の食べ物を食卓に取り入れる

方法や、栄養士が考える健康＆簡

単「からだにイイことレシピ」など、

日々の「食生活」を応援しています。

国が推し進めている「食事バラン

スガイド」の啓蒙を推進しています。�

地元学生との共同食育まんが�

収穫体験�地元企業との共同食育イベント�

クッキングワゴン�5ADAY食育体験ツアー�

「1日5皿分（350g）以上の野菜と200g以上の果物を食べましょう」

をスローガンとしたファイブ・ア・デイ活動を推進しています。社会

貢献活動の一環として、地域の小学生

を対象とした野菜・果物摂取促進につ

ながる食育学習に取り組んでいます。�

食物栄養学科の学生と取り

組んでお子様にわかりやす

い食育まんがを作りました。

さまざまな年代の方に食育

について興味をもっていた

だくことが目的です。�

お客様と一緒に産地で収穫を体験するツアーを実施しています。農

産物の栽培から収穫までを生産者とふれあいながら体験することに

より、売場の野菜・果物を身近に感じていただくことが食育につなが

るとユニーは考えています。�
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「未来の子供達に美しい自然を残したい」�
  ユニーは環境に優しい生活をお客様と�
  一緒に進めていきます。�
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